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認定情報
認定情報

北米規制声明

本装置は、 カナダおよび米国の両国で認められた機関によって認定されて

います。 カナダおよび米国における使用に関する製品の安全性について、

適用される北米承認規格に従って評価されています。

電子試験および測定装置は、 米国の FCC Part15 Subpart B およびカナダの 
ICES-003 に対する準拠が免除されています。 しかし、 EXFO Inc. は、 当該

規格に準拠するための相応の努力を払っています。

当該規格で定められる制限事項は、 装置が商用環境で運用された場合の有

害な妨害に対して、 合理的な防御できるよ うに、 考案されています。 本装

置は、 電磁波を発生、 使用、 および放射する可能性があ り、 本ユーザーガ

イ ドに従わずに設置および使用する と、 無線通信に有害な妨害を起こすこ

とがあ り ます。 住宅地域での本装置の運用は、 有害な妨害を引き起こす可

能性があ り、 その場合はユーザーの費用負担で対処する必要があ り ます。 

製造業者の明示的な承認なく装置を変更した場合、 当該装置の使用に対す

るユーザーの権利が無効になる可能性があ り ます。
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認定情報
欧州共同体適合宣言書
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DECLARATION OF CONFORMITY 
 
Application of Council Directive(s): 1999/5/EC – The R&TTE Directive 

 2011/65/UE – Restriction of the use of certain hazardous substances (RoHS)   
 And their amendments 
 
Manufacturer’s Name and Address: EXFO Inc. EXFO Europe Ltd. 
 400 Godin Avenue  Winchester House 
 Quebec City, Quebec School Lane, Chandlers Ford 
 G1M 2K2  CANADA SO53 4DG  ENGLAND 
 Tel.: +1 418 683-0211 Tél. : +44 2380 246 800 
 
 
Equipment Type/Environment: Test & Measurement / Industrial 
Trade Name/Model No.: Wideband Copper Test Module / FTB-610 
 
 
 
Standard(s) to which Conformity is declared: 
 
EN 61010-1:2001 Edition 2.0 Safety requirements for electrical equipment for measurement, 

control, and laboratory use – Part 1: General requirements 

EN 61326-1:2006 Electrical equipment for measurement, control and laboratory use – 
EMC requirements – Part 1: General requirements  

EN 60825-1:2007 Edition 2.0 Safety of laser products – Part 1: Equipment classification and 
requirements 

 
 
 
I, the undersigned, hereby declare that the equipment specified above conforms to the above Directive and Standards. 
 
 
 
 
Manufacturer:  

 
Stephen Bull, E. Eng 
Vice-President Research and Development 
 
400 Godin Avenue,  
Quebec City, Quebec 
G1M 2K2 CANADA 
November 21, 2012 
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1 FTB-610 高度広帯域銅線テストモ
ジュールのご紹介

この FTB-610 高度広帯域銅線テス トモジュール は合格 / 不合格の操作自動

化機能を使用して、 銅線ループのプラン トの基準を満たし、 修理できるよ

うに設計されています。 モジュールは、 Pair Detective、 自動テス ト、

FaultMapper、 マルチメータ、 TDR、 RFL、 信号、 ノ イズなどのテス ト機能

を提供します。

主な機能と利点

 SmartR 自動結果分析

 高電圧絶縁試験

 広帯域インパルス ノ イズ試験

 FTTH の修理に最適
銅線テスト 1



FTB-610 高度広帯域銅線テストモジュールのご紹介

一般的な用途
一般的な用途

 ト ラブルファ イバーツータクシーサービスに最適

 手動および自動の高度な金属テス トの完全なスイート

 30 MHz 広帯域のスペク トル解析

 抵抗欠陥や絶縁不良を検出ための高性能絶縁

 結果を取得し、 アップロードするために、 FTB-1 プラ ッ ト フォームの接

続性を活用

注記 : WAN ポートに DSL ケーブルを接続する と きは、 本機に付属のケーブルの 
RJ-45 プラグの端を使用します。 テレコム ・ ポート上に 1500V の最大の過

渡電圧があ り ます。 基礎絶縁が、 外部通信回線のために必要になり ます。

警告
装置が絶縁抵抗をテストしているときに、50/100/125/500 Vcc の有限電

源が、コネクタ R、T、R1、T1 上に存在する可能性があります。慎重に

使用してください。
2 FTB-610



FTB-610 高度広帯域銅線テストモジュールのご紹介

ソフ ト ウェアオプシ ョ ン
ソフ トウェアオプション

ソフ ト ウェアキーは、 その他のサービスを利用できます。 インス トール方

法や、 ソフ ト ウェアのオプシ ョ ンを有効にする方法については、 FTB 1 
ユーザー ガイ ドを参照して ください。

オプシ ョ ン 説明

SmartR Pair Detective および FaultMapper テス ト を有
効にします。

RFL RFL テス トのサポート を有効にします。

TDR TDR テス トのサポート を有効にします。

WBAND  信号TESTから WBバランス と WBの減衰の
ためのサポート を有効にします。

 ノ イズテス トから WB PSD ノ イズと WB イ
ンパルス ノ イズのサポート を有効にしま
す。

HIVOLT このソフ ト ウェア オプシ ョ ンが有効になって
いる場合に、 次のオプシ ョ ンは絶縁試験中の
ソーク電圧パラ メータのために追加されます。

 250 V

 300 V

 400 V

 500 V
銅線テスト 3



FTB-610 高度広帯域銅線テストモジュールのご紹介

表記法
表記法

本書に記載される製品をお使いになる前に、 次の表記法を理解しておいて

ください。

警告
潜在的に危険な状況が存在し、危険を回避しない場合、死亡または重傷
を招くおそれがあります。必要条件を理解し、それらを満たすまでは使

用を中止してください。

注意
潜在的な危険状況が存在し、危険を回避しない場合、軽傷または中程度
の傷害を招くおそれがあります。必要条件を理解し、それらを満たすま

では使用を中止してください。

注意
潜在的な危険状況が存在し、危険を回避しない場合、部品の損傷を招く

恐れがあります。必要条件を理解し、それらを満たすまでは使用を中止

してください。

重要
本製品に関する見落としてはならない情報を言及しています
4 FTB-610



2 安全情報

警告
本書に記載される以外の制御、調整、または手順を実施すると、危険な

状況にさらされたり、本装置で提供される安全保護を損なう恐れがあり

ます。

重要
装置  に以下の記号が記載される場合は、ユーザーマニュアルの

指示をお読みください。本製品をお使いになる前に、所要の条件を理解

し、それらの諸条件を満たせるようにしてください。

重要
本製品に関する、その他の安全上の注意は、実行する処理に応じて、本

文書全体を通じて記載されています。その場の状況に当てはまる際は、

指示をよくお読みください。

警告
EXFO の仕様を満たす付属品を使用してください。
銅線テスト 5



安全情報

電気安全情報
電気安全情報

装置が完全にオフになっているこ とを確認する必要がある場合は、 電源

ケーブルを切断し、 バッテ リ を取り出しておいてください。

警告
 外部電源は屋内でのみ使用します。

 空気が装置の周りを自由に流れるように、装置を設置します。 

 可燃性のガスや蒸気の周りで電気装置を操作することは、重大な安

全上の問題を構成します。

 電気ショックを避けるため、外面（カバー、パネル等）のいずれか

の部分が破損している場合は、装置を作動させないでください。

 認定された担当者のみが、通電した状態で、開いた装置の、調整、

メンテナンスや修理を実施する必要があります。応急処置の資格を

有する人も立ち会わなければなりません。電源ケーブルおよびバッ

テリが接続されたままで部品を交換しないこと。

 装置内のコンデンサは、装置が電源から接続されていない場合でも

充電されていることがあります。

 EXFOによって装置とともに提供されたACアダプタ /チャージャのみ

を使用します
6 FTB-610



安全情報

機器定格
機器定格

製品の安全性や設備評価の詳細については、 お使いのプラ ッ ト フォームの

ユーザ - マニュアルを参照して ください。

機器定格

温度

 運用  0 °C ～ 40 °C （32 °F ～ 104 °F）

最高運用高度  3000 m (9842 ft)
銅線テスト 7





3 はじめに 
銅線テス ト  アプ リ ケーシ ョ ンが FTB-1 上にあらかじめ組み込まれていま

す。 モジュールがまだインス トールされていない場合には、 ユーザーガイ

ドのアプ リ ケーシ ョ ンのインス トール方法の詳細情報を FTB-1 参照してく

ださい。

モジュールアプリケーションの起動

広帯域銅線 のアプリ ケーシ ョ ンを起動するこ とによって、 モジュールの設

定や制御を行う こ とができます。

銅線テストアプリケーショ ンの開始方法 ：

ミ ニツールボッ クスから、 高度広帯域銅線 アイコンをタ ップして くださ

い。
銅線テスト 9



はじめに

ケーブル接続
ケーブル接続

ケーブル接続は、 ユーザー ガイ ドの技術仕様書で指定されている範囲内

で、 一般的な電話線導体の電気的検査という、 はっき り した目的用に用い

られます。 デバイス  は 280 VAC または 400 VDC を超える電圧の電話回線

で使用するこ とを目的と していませんし、 配電回路で使用するこ とを目的

と していません。

警告
本接続は、技術仕様書ページ 271 で指定された範囲内で、一般的な電話

線導体の電気的検査という、はっきりした目的用に用いられます。デバ

イス は 280 VAC または 400 VDC を超える電圧の電話回線で使用するこ

とを目的としていませんし、配電回路で使用することを目的としていま

せん。

注意
装置は、試験用の回線に存在する欠陥電圧によって生じうる損害から保

護されています。最大予想欠陥電圧が 500 ボルトを超える場合には、装

置を接続しないでください。

プライマリチップ

/ リング（A / B）
コネクター

接地（アース）端子

セカンダリーチップ / リン

グ（A / B）コネクター

ヘッドセット

POTS スピーカー
10 FTB-610



はじめに

テス トモジュールの取り付けおよび取り外し
テストモジュールの取り付けおよび取り外し

注意
コントローラ装置とその拡張装置 FTB-1 がオンの時は、モジュールを挿

入したり、外したりしないでくださいモジュールと装置のどちらにも、

直接かつ修復不可能な損害を招きます。

注意
装置の破損を防ぐには、EXFO が承認したモジュールのみを使用してく

ださい。
銅線テスト 11



はじめに

テス トモジュールの取り付けおよび取り外し
FTB-1 にモジュールを取り付けるには :

1. 装置の電源をオフ （シャ ッ ト ダウン、 休止状態またはスタンバイ状態 
ではなく） にします。

2. 装置のフロン トパネルが、 テーブルなどの平面に載るよ うに配置しま

す。

モジュールのバンパーと短い側の端が、 プラ ッ ト フォームのものと揃う よ

うに、 モジュールをプラ ッ ト フォームの上に配置させます。 必要に応じ

て、 正しい配置になるまでモジュール少し動かします。
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はじめに

テス トモジュールの取り付けおよび取り外し
3. マイナス ド ラ イバを使用して、 4 つのネジを時計回りに締めます。

これによ り、 モジュールは 「固定」 されます。

装置の電源をオンにする と、 起動シーケンスによ りモジュールが自動的に

検出されます。

ネジを

右回りに締める

バックパネル
銅線テスト 13



はじめに

テス トモジュールの取り付けおよび取り外し
FTB-1 ユニバーサル ・ テスト ・ システム :

1. 装置の電源をオフにします。 （シャ ッ ト ダウン）

2. 装置のフロン トパネルが、 テーブルなどの平面に載るよ うに配置しま

す。

3. マイナス ド ラ イバを使用して、 4 つのネジが緩くなるまで左回りに回

します。 拘束ネジのため、 完全に取り外すこ とはできません。

ネジを左回りに緩める

バックパネル
14 FTB-610



はじめに

テス トモジュールの取り付けおよび取り外し
4. モジュールの側面 ( コネクではなく )、 上に引き抜きます。

注意
コネクタを持って、モジュールを引き抜くと、モジュールとコネクタの

どちらにも大きな傷を付ける可能性があります。必ず、筐体止めネジの

ノブを持ってモジュールを引き出す 。
銅線テスト 15



はじめに

FTB-1 ソフ ト ウェアアップデートの実行
FTB-1 ソフ トウェアアップデートの実行

管理者権限 ( FTB-1 ログイン時 ) はスーパーバイザーのみに を与えられて

いるので、 FTB-1 ソフ ト ウェアアップデートは、 スーパーバイザーのみが

実行可能です。 管理者権限はアップデート ・ マネージャーを使用するのに

必要ですので、 オペレータ と してログインしている人は、 アップデート ・

マネージャーへのアクセス権があ り ません。

FTB-1 アップデート ・ マネージャーを用いて、 ソフ ト ウェアのアップデー

ト を完了した後は、 スーパーバイザーは、 必ず新し く インス トールされた

アプリ ケーシ ョ ンを実行して ください。 これは、 あるアップデートがモ

ジュールのファームウェアのアップデート を必要するからであ り、 スー

パーバイザーのみが、 このアップデート を実行できる管理者権限を有して

います。 モジュールのファームウェアのアップデートが必要な場合は、

スーパーバイザーによって実行が行われません。 ( つま り、 アプ リ ケーシ ョ

ンを実行するこ とによって）。 オペレータがアプリ ケーシ ョ ンを起動しよ

う とする と、 以下のメ ッセージが表示されます ： 

モジュールファームウェアのアップデートが必要です。 管理者と してログ

インして ください .

オペレータが必要なモジュールファームウェアを持ってない他のモジュー

ル FTB-1 と FTB-1 モジュールを置き換えた場合、 上記のメ ッセージが表示

される可能性があ り ます。 スーパーバイザーが FTB-1 ログインし、 モ

ジュールのファームウェアのインス トールを完了した場合は、 オペレータ

は、 アプ リ ケーシ ョ ンにアクセスできるよ うにな り ます。
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はじめに

通常のタブの要素
通常のタブの要素

テス トやコンサルティングの結果を設定しながら、 別のタブやボタンを使

用する と、 アプ リ ケーシ ョ ン内にナビゲートするこ とができます。

矢印ボタン

ボタン 説明

 リ ス トの一番上に移動します。 

 1 ページ上に移動します。 

1 行上に移動します。

1 行下に移動します。

1 ページ下に移動します

リ ス トの一番下に移動します。 
銅線テスト 17



はじめに

通常のタブの要素
グラフコン トロール

ボタン 説明

 矢印はカーソル モードを有効 にします （x 軸に沿ってプロ ッ
トに関する正確な情報を得るために垂直カーソルを移動しま
す）。

 手を使用して、 グラフの周り をパンします。

グラフ上の領域を選択するために、 手でズームボッ クスを描画
します。

元のサイズにリセッ ト します （完全なビュー）。

ズームイン （拡大）。

ズームアウ ト （縮小）。 

一時停止は、 新しいライブ ト レース との比較のための画面上の
現在の TDR を保持するには DR テス トで使用されています。

マスクは、 利用可能なマスクの選択を循環する WB PSD テス ト
で使用されています。 長押しをする と、 サイ クルの方向が逆に
なり ます。 
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4 高度広帯域銅線アプリケーション

グラフ ィ カル ・ ユーザー ・ インターフェースの利用

本章では、 銅線テス ト アプ リ ケーシ ョ ンのグラフ ィカル ・ ユーザー ・ イン

ターフェース （GUI） に関する説明が記載されています。

グラフ ィカル ・ ユーザー ・ インターフェースでは、 銅線テス トの設定や始

動、 また、 テス トの結果、 統計、 そして FTB-610 に関連するその他の情報

の閲覧が可能です。 アプリ ケーシ ョ ンのユーザーインターフェイスには、

以下のものがあ り ます ：

 メ インウインド ウ

 ステータスバー

 タイ トルバー

 テス ト メニュー

 アプリ ケーシ ョ ンボタン

メインウインドウ

メ インウ ィンド ウでは、 テス ト グループ、 グループ内のテス ト、 そしてそ

の結果のファース ト レベルおよびセカンドレベルのタブを閲覧できます。

タイトルバー

メインメニュー

メインウ

インドウ

ステータス

バー
アプリケー

ションボタン

テスト情報お

よび制御
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高度広帯域銅線アプリケーション

ステータスバー
テストグループ

銅線アプリ ケーシ ョ ンには、 以下のテス ト グループがあ り ます ：

 Pair Detective

 自動テス ト

 FaultMapper

 マルチメーター

 マルチメーター 2

 TDR

 RFL

 信号

 ノ イズ

 インパルス

 テス ト リード試験

テスト

メ インウ ィ ンド ウの テス ト  セクシ ョ ンには、 選択したテス トやそのサブテ

ス トが表示されます。 

ステータスバー

ステータスバーには、 テス ト 、 日付、 時間のナビゲーシ ョ ンパスが表示さ

れます。

ナビゲーシ ョ ンパス テス ト ステータス 日付および時間 :
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高度広帯域銅線アプリケーシ ョ ン

タイ トルバー
タイ トルバー

タイ トル バーには、 ソフ ト ウェア アプ リ ケーシ ョ ン名およびバッテ リー残

量計が表示されます。

テスト情報および制御

銅線 アプ リ ケーシ ョ ンでは、 大域的な指示計の閲覧、 テス ト またはツール

の開始 / 停止、 制御ボタンの使用、 メ イン メニューを用いたテス ト / ツー

ルの設定、 テス ト結果の閲覧が可能です。

 スタート / ス ト ップ ボタン ： 詳細につきましては、 開始 / 停止ボタン
ページ 25 を参照して ください。

 アプ リ ケーシ ョ ンの設定 ： 詳細につきましては、 アプ リ ケーシ ョ ンの
設定ページ 65 を参照して ください。

 ブザー アイコンは、 アプ リ ケーシ ョ ンの設定のブザー タブのシ ョー

ト カッ トです。 詳細につきましては、 ブザーページ 72 を参照して くだ

さい。

 TDR  アイコンはロード コイル、Pair Detective および FaultMapper テ
ス ト用に有効にする TDR テス トのシ ョート カッ トです。 詳細につきま

しては、 TDR テス トページ 181 を参照して ください。

メインメニュー

メ イン メニューには、 ［設定］ と ［結果 ] ボタンが表示されます。 ［設定］

ボタンでは、 テス ト またはツールの設定が可能であ り、 ［結果 ] ボタンで

は、 各テス ト結果の閲覧が可能です。
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高度広帯域銅線アプリケーション

アプリ ケーシ ョ ンボタン
アプリケーショ ンボタン

ヘルプボタン

ヘルプボタン で、 タブに関するヘルプ情報が表示されます。 また、 そ

の他のヘルプ情報を検索するこ と もできます。 

ボタンについて

本ウ ィンド ウでは、 製品バージ ョ ンの詳細情報や技術サポート情報が閲覧

できます。

製品に関する情報を閲覧する ：

1. メ イン ウ ィ ンド ウから、 をタ ップして ください。
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高度広帯域銅線アプリケーシ ョ ン

アプリ ケーシ ョ ンボタン
2. 情報 をタ ップし、 デバイスにインス トールされている製品、 ソフ ト

ウェア、 メモ リに関する詳細情報を閲覧します。

3. ラ イセンス契約を表示 をタ ップして、 製品やソフ ト ウェアの使用に関

する詳細を閲覧して ください。

EXIT ボタン 
Exit ボタン  で、 アプ リ ケーシ ョ ンを閉じます。 
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5 銅線テスト ： メインメニューの使
用

FTB-610 は、 ツイス トペアの品質を検査し、 欠陥とその位置を特定し、 ま

たノ イズおよび信号の問題を解決できるよ うに設計されています。 本測定

では、 ケーブルが xDSL 技術をサポートできるかど うかを調べるため、 迅

速かつ徹底的な方法を提供します。

開始 / 停止ボタン

開始 / 停止ボタンによって、 テス トの開始および停止を実行できます。 実

行するアクシ ョ ンによって、 ボタンの内容が変更されます （ ト グル ・ ボタ

ン）。

開始 ： テス トが実行されていないと き。

停止 ： テス トが実行されている と き。
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銅線テスト：メインメニューの使用

ケーブル帳
ケーブル帳

ケーブル帳 メニューでは、 銅線テス トの実行に関係のあるケーブルグルー

プの管理ができる機能選択を提示します。 ケーブル帳 メニューでは、 ケー

ブのロード、 追加、 コピー、 削除や、 その詳細の変更が可能です。

ケーブル帳にアクセスする ：

銅線メ イン メニューから、 ケーブル帳を選択してください。

ケーブルをロードする

本ページには ケーブル ID およびケーブル名のエン ト リーが表示されてい

ます。 編集または削除できないデフォルト設定の 10 エン ト リーのうちの 1
グループがあ り ます。 ケーブル帳 には最大 50 のグループを入力するこ と

ができます。

ケーブルをロードする ：

1. メ イン メニューから、 ケーブル帳をタ ップして ください。

2. ケーブルの管理タブから、 ロード したいケーブルを選択して ください。

3. ケーブルをロードボタンをタ ップし、 グループ / エン ト リーをロード

して ください。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

ケーブル帳
ケーブルの詳細

ケーブルの詳細ページでは、 現在強調表示されているケーブルエン ト リー

のケーブルパラ メーターの詳細を閲覧できます。

ケーブルの詳細を閲覧 / 変更する :

1. メ イン メニューから、 ケーブル帳をタ ップして ください。

2. ケーブルの管理タブから、 その詳細を閲覧したいケーブルを選択して

ください。

3. ケーブルの詳細タブを選択する と、 その詳細が閲覧できます。

4. 閉じる  をタ ップしてページを終了して ください。
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銅線テスト：メインメニューの使用

ケーブル帳
当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 ケーブル ID では、 ケーブル ID 番号が表示されます。 

 ケーブル名 は ケーブル帳内にあるケーブルの名前です。

 ケーブルゲージ は、 AWG （米国ワイヤゲージ） 単位または mm （メ ト

リ ッ ク電線サイズ） で、 電線のサイズを測定するための計測システム

です。

 以下のケーブル 充填 材 は、 ケーブルに充填されている材料の種類で

す ： エアコア、 ゼリー、 パルプ、 5 PR、 または 2 PR。 選択によって、 長

さあた りのケーブル静電容量に影響し、 自動的に、 静電容量を更新し

ます。 T/R から GND までのフ ィールド。

 静電容量 T-R は一定長さ当たりの静電容量値を指定します。

 T/R から GND までの静電容量 は、 接地までの一定長さあた りの静電容

量値を指定します。

 抵抗はケーブルの抵抗定数の値を指定します。

 減衰 @300 kHz は、 信号強度の軽減またはケーブルの挿入損失の値を

指定します。

 光速度比当たりケーブルの伝搬速度

 温度 は、 全ケーブルパラ メーターが F （カ氏） または C （セ氏） 単位の

いずれかで測定された リ ファレンス温度を指定します。 測定単位は、 
アプ リ ケーシ ョ ンの設定内の温度設定に基づいて更新します。 全般
ページ 65
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

ケーブル帳
ケーブルを追加

ケーブルを追加ページでは、 現在強調表示されているケーブル ID 用の以

下のパラ メーターを用いて、 ケーブル帳に新しいケーブルエン ト リーを追

加できます。

ケーブルを追加する ：

1. メ イン メニューから、 ケーブル帳をタ ップして ください。

2. ケーブルの管理 タブを選択し、 ケーブルを追加タ ップして ください。

ケーブルの追加 ダイアログボッ クスが開きます。
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銅線テスト：メインメニューの使用

ケーブル帳
当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 ケーブル ID には、ケーブル ID 番号が表示されます。本パラ メーターは

変更できません。

 ケーブル名 は ケーブル帳に表示されます。

 ケーブルゲージでは、 ケーブルゲージを入力できます。 これは、 AWG
（米国ワイヤゲージ） 単位または mm （メ ト リ ッ ク電線サイズ） に電線

サイズを測定するためのゲージシステムです。

 ケーブル充填材 ではケーブルを充填できる材料の種類を選択できま

す。 エアコア、 ゼリー、 パルプ 5 PR、 または 2 PR の選択を変更する

と、 長さ当た りのケーブル静電容量に影響を与え、 自動的に T/R から

GND までの静電容量フ ィールドが更新されます。

 静電容量 T-R では、 一定長さあた りの静電容量値を指定できます。

 T/R から GND までの静電容量では、接地までの一定長さあた りの静電容

量値を指定できます。

 抵抗では、 ケーブルの一定の抵抗値を指定できます。

 減衰 @300 kHz では、 信号強度の軽減またはケーブルの挿入損失の値

を指定できます。

 伝播速度 では、 光の速度の比と してケーブルの伝播速度を設定できま

す。

 温度 では、 すべてのケーブルのパラ メーターが測定されたの基準の温

度を指定できます。

 追加 ボタン、 追加 ボタンをタ ップし、 ケーブル帳の最後に新しいケー

ブルエン ト リーを追加します。 ケーブル帳のエン ト リーの最大数に達

した場合、 エン ト リーを削除してから、 新しいエン ト リーを追加して

ください
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

ケーブル帳
ケーブルをコピーする

ケーブルをコピー オプシ ョ ンでは、 ケーブル帳に新しいケーブルエン ト

リーに既存のエン ト リーのケーブルの詳細をコピーできます。 

ケーブルエン ト リーをコピーする ：

1. メ イン メニューから、 ケーブル帳をタ ップして ください。

2. ケーブルの管理 タブから、 コピーを作成したいケーブル ID を選択し

て ください。

3.  ケーブル のコピー ボタンをタ ップして、 強調表示されたエン ト リー

の内容をコピーして、 リ ス トに新しい ケーブル ID を追加して くださ

い。
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銅線テスト：メインメニューの使用

ケーブル帳
ケーブルを削除

ケーブルを削除ページでは、 ケーブル帳からケーブルエン ト リーを削除で

きます。 ページには、 ケーブル ID と  ケーブル名によ り、 10 のデフォルト

設定のケーブルのエン ト リーを除き、 すべてのエン ト リーが表示されま

す。

ケーブルエン ト リーを削除する ：

1. メ イン メニューから、 ケーブル帳をタ ップして ください。

2. ケーブルの管理 タブを選択し、 ケーブルを削除をタ ップして ください。

ケーブルを削除 ダイアログボッ クスが開きます。

3. 削除したいケーブル ID を選択して ください。

注記 : すべてのケーブル ID を指定するには、 全ケーブルを選択 を確認して くださ

い。

4. ケーブルを削除 ボタンをタ ップし、  ケーブル帳からエン ト リーを削除

して ください。 使用中のケーブルを削除しよ う とする と、 警告メ ッ

セージがポップアップ表示されます。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

電話帳
電話帳

電話帳 のメニューでは、 銅線テス ト を実行するこ とに関連する電話番号の

グループを管理できるよ うにする機能の選択を提示します。 それでは、 最

大 3 つの個別のエン ト リー毎の最大 50 グループを組み込むこ とができま

す。

電話帳にアクセスする ：

銅線メ イン メニューから  電話帳を選択します。
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銅線テスト：メインメニューの使用

電話帳
グループ / エン ト リーをロードする

ページには ケーブル ID と  エン ト リ名 / タイプによってエン ト リーが表示

されます。 編集または削除できない 3 の工場出荷時のデフォルトのエン ト

リーには 1 グループがあ り ます。 電話帳 では、 最大 50 グループを含める

こ とができます。

グループ / エン ト リーをロードする ：

1. メ イン メニューから、 電話帳をタ ップして ください。

2. 電話帳の管理タブから、 ロード したいグループを選択して ください。

3. グループ / エン ト リーをロードボタンをタ ップし、 グループ / エン ト

リーをロード して ください。
34 FTB-610



銅線テスト ： メ インメニューの使用

電話帳
電話帳の詳細

電話帳の 詳細 では、 現在強調表示されている電話エン ト リーの電話帳パ

ラ メーターを閲覧した り、 変更した りできます。 同様に、 各電話グループ

内の 2、 3 のエン ト リーを有効 / 無効にするこ とができます。 新しい電話グ

ループを作成する と きに、 唯一のエン ト リー 1 が有効になっています。 エ

ン ト リー 2 および 3 は無効のままで、 エン ト リー 1 が入力されます。

電話帳の詳細を閲覧 / 変更する ：

1. メ イン メニューから、 電話帳をタ ップして ください。

2. 電話帳の管理タブから、 ロード したいグループを選択して ください。

3. 詳細情報を閲覧するには、 電話帳の詳細を選択してください。

4. 閉じる  をタ ップしてページを終了して ください。
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銅線テスト：メインメニューの使用

電話帳
当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 グループ ID には、 ケーブル ID 番号が表示されます。 これは、変更不可

能ですが、 利用できる電話グループを検索できる唯一のパラ メーター

です。

 エン ト リ名は 電話帳内のエン ト リー名です。

 電話番号 はエン ト リの 10 桁の数字の電話番号です。

 タイプ は、 以下のリ ス トの値が表示されます。

 ミ リ ワ ッ ト トーン

 ド ロ ップバッテ リー

 クワイエッ ト ラ イン

 - （追加のラインタイプ用）

 受け入れ ボタンで、 電話帳の全パラ メーターの検証や更新を行いま

す。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

電話帳
グループを追加

グループを追加 ページでは、 現在強調表示されている  グループ ID 用のパ

ラ メーターを用いて、 電話帳に新しいグループエン ト リーを追加できま

す。

グループの追加

1. メ イン メニューから、 電話帳をタ ップして ください。

2. 電話帳の管理 タブから、 グループを追加をタ ップして ください。
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銅線テスト：メインメニューの使用

電話帳
当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 グループ ID はグループ ID 番号を表示します。 変更できないパラ メー

ター

 エン ト リ名は 電話帳のエン ト リーの名前です。

 電話番号 はエン ト リーの 10 桁の数字の電話番号です。

 タイプ は、 以下のリ ス トの値が表示されます。

 ミ リ ワ ッ ト トーン

 ド ロ ップバッテ リー

 クワイエッ ト ラ イン

 - （追加のラインタイプ用）

 追加 のファンクシ ョ ンキーは、 電話帳に新しいグループエン ト リーを

追加します。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

電話帳
グループをコピー

 グループをコピー ページでは、 電話帳に新しいグループエン ト リーに既存

のエン ト リーの内容をコピーできます。 本ページには、 グループ ID によっ

て全てのエン ト リーが表示されます。

リ ス トには、 最大 50 エン ト リーが表示できます。

グループをコピーする ：

1. メ イン メニューから、 電話帳をタ ップして ください。

2. 電話帳の管理 タブから、 コピーしたいグループを選択して ください。

3. グループをコピーをタ ップして ください。
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銅線テスト：メインメニューの使用

電話帳
グループを削除

 グループを削除 ページでは、 電話帳からグループエン ト リーを削除できま

す。 本ページには、 グループ ID によって全てのエン ト リーが表示されま

す。

グループエン ト リーを削除する ：

1. メ イン メニューから、 電話帳をタ ップして ください。

2. 電話帳の管理 タブから、 削除したいグループを選択して ください。

注記 : 全てのグループを選択 オプシ ョ ンを選択し、 全てのグループ ID を選択し

て ください。

3. グループを削除 ボタンをタ ップして、 ケーブル帳からエン ト リーを削

除して ください。 使用中のグループを削除しよ う とする と、 警告メ ッ

セージがポップアップで表示されます。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

電話帳
電話帳をロード

電話帳をロードページでは、 電話帳をインポートできます。 ページには、

最後にロード された電話帳のファ イル名と日付が表示されます。 CSV ファ

イルのみがサポート されています。

電話帳をロードする ：

1. メ イン メニューから、 電話帳をタ ップして ください。

2. 電話帳をロードボタンをタ ップして ください。

電話帳をロード  ダイアログボッ クスが表示されます。

3. ロードファ イル名を選択します。

4. ロード  をタ ップして確認して ください。 装置は、 既存の電話帳を削除

し、 ロード した電話帳と置き換えます。

または

5. キャンセル をタ ップし、 メ ッセージを削除します。
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銅線テスト：メインメニューの使用

電話帳
当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 ファ イルの保存場所 はロード先を示しています。

 FTB-1 内蔵メモ リ

 USB デバイスの名前 （接続されている場合）

 ファ イル名 は、 ロードする電話帳ファ イル名を示しています。

 ロード  ボタンは、 選択した電話帳をインポート します。 このアクシ ョ

ンによって、 現在の電話帳に上書きするので、 確認するよ うに指示が

出ます。

 キャンセル ボタンは、電話帳に影響を与えるこ とな く、確認 / 警告メ ッ

セージを削除します。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

電話帳
電話帳を保存

電話帳を保存 ページでは、 電話帳を保存した り、 エクスポートできます。

電話帳を保存する ：

1. メ イン メニューから、 電話帳をタ ップして ください。

2. 電話帳管理タブから、 電話帳を保存 ボタンをタ ップして ください。

電話帳を保存 ダイアログボッ クスが表示されます。

当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 ファ イル 名を入力では、 保存するために現在の電話帳のファ イル名を

入力できます。 デフォルトでは、 名前は電話帳となっています。

 ファ イルの保存場所を選択 では 保存先が表示されます。

 FTB-1 内蔵メモ リ

 USB デバイスの名前 （接続されている場合）

 保存 ボタンは、 選択したファ イルを保存します。 CSV ファ イルのみが

サポート されています。

注記 : プラ ッ ト フォームは、 警告なしに、 ディ スク上で見られるのと同じファ イ

ル名で任意の文書が上書きされます。
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銅線テスト：メインメニューの使用

ダイアラー
ダイアラー

ダイアラー機能は、 回線交換網を介して、 他のテスター （または静か終了

またはサイレン ト転轍手）、 モジュールからのダイヤルアップパスを提供

します。 DTMF 伝送は、 POTS 電話をかけるこ とができ、 電話のキーパッ

ドを経由して有効になっています。 ダイアラーは、 銅線 メ イン メニュー か
らアクセスするこ とができ、 また、 現在のテス ト アプ リ ケーシ ョ ンを終了

せずに、 マニュアルダイアラー機能、 短縮ダイヤルと最後にダイヤルした

リ ス トへの迅速なアクセスを与えるために、 個々のテス トの画面に統合さ

れています。

ダイアラー機能によって、 テス ト結果の画面上でも、 個別の専用の ダイア

ラーアプリ ケーシ ョ ンでも、 番号を入力が起動した時に、 その装置を電話

（ヘッ ドセッ ト付き） と して、 また画面上の電話キーパッ ドをダイアラー

と して使用できるよ うにな り ます。 また、 ヘッ ドセッ ト ジャ ッ クはヘッ ド

セッ ト とマイ クを接続し、 モジュール上部の外部スピーカーで、 DTMF 信

号を送出します。

ダイアラー機能にアクセスする ：

メ イン メニュー から、 ダイアラーを選択して ください。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

ダイアラー
以下の機能は、 このページからアクセスできます。

 ダイヤルのステータス  は、 現在ダイヤルされている番号の状況が表示

されます。

 番号を入力 には、 入力された電話番号または 最近ダイヤルした番号 
リ ス トや 電話帳から選択した電話番号が表示されます。

 最近ボタンは、 選択するために最近ダイヤルした番号のリ ス トが表示

されます。

 選択 ボタンは、 電話帳から番号を選択できます。

 ファンクシ ョ ンキー

 ダイヤル / ハングアップ では、選択または入力された番号をダイヤ

ルするか、 電話を切るこ とができます。

 追加 は電話帳に入力した番号を保存します。

 ミ ュート スピーカースピーカー の状況を変更します。

 ボ リ ューム は、 ボ リ ュームレベルを調整します。

番号をダイヤルする ：

1. 画面上やハードキーパッ ドを使用して、 新しい電話番号を入力するか

または電話帳や最近ダイヤルした リ ス トから既存のいずれかを選択し

ます。

2. 通話を開始するには、 ダイヤル ボタンをタ ップして ください。
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銅線テスト：メインメニューの使用

ダイアラー
番号を入力

番号を入力 ボッ クスはダイヤルしたい電話番号を入力する場所です。 

電話番号を入力する ：

1. 電話番号を入力します。

2. 文字の左側にカーソルを移動して DEL ボタンをタ ップして、 文字を削

除して ください。

3. 電話番号の入力が完了したら、 ダイヤル ボタンをタ ップして ください。

注記 : キーパッ ド上のアルファベッ トは参考用のみのものです。 ボタンのいずれ

かをタ ップする と、 テキス ト ボッ クスにアルファの文字が表示されませ

ん。

最近ダイヤルした番号

最近ダイヤルした番号 のページでは、 電話をかけるために、 あなたが選択

できる最近ダイヤルした最大 25 の電話番号を示しています。

最近ダイヤルした番号を選択する ：

1. 最近 ボタンをタ ップし、 最近ダイヤルした番号 ページを開いてくださ

い。

2. 番号を選択してください。

3. ［OK］ ボタンをタ ップして ください。 この番号が自動的に ダイアラー 
ページの 番号を入力 フ ィールドに入力されます。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

ダイアラー
電話帳から選択

電話帳を選択 のページは グループ ID と  エン ト リ名 / タイプよってエン ト

リーが表示されます。 編集または削除できない 3 の工場出荷時のデフォル

トのエン ト リーには 1 グループがあ り ます。 電話帳 では、 最大 50 グルー

プを含めるこ とができます。

使用中のグループ＃ には、 使用中のグループ 番号が表示されます。

グループおよびエン ト リーを選択する ：

1. 選択 ボタンをタ ップし、 電話帳を選択 ページを開いてください。

2.  所望のエン ト リーを選択し、 OK をタ ップして ください。 使用中のグ

ループ＃ は、 現在の選択で更新され、 自動的に ダイアラー ページの 
番号を入力 フ ィールドに入力されます。
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銅線テスト：メインメニューの使用

ダイアラー
電話帳に追加

電話グループを追加ページでは、 現在強調表示されている  グループ ID の
パラ メーターを用いて、 電話帳に新しいグループエン ト リーを追加できま

す。

 グループ ID はグループ ID 番号を表示します。 変更できないパラ メー

ター

 エン ト リ名は 電話帳内のエン ト リー名です。

 電話番号 はエン ト リーの 10 桁の数字の電話番号です。

 タイプ は、 以下のリ ス トの値が表示されます。

 ミ リ ワ ッ ト トーン

 ド ロ ップバッテ リー

 クワイエッ ト ラ イン

 -

 追加 ボタンで、 電話帳に新しいグループエン ト リーが追加できます。

電話帳に番号を追加する ：

1. ダイアラーページ上の追加をタ ップして ください。

2. 必要な詳細情報を入力して ください。

3. 追加ボタンをタ ップし、 電話帳 の末尾に新しいグループエン ト リーを

追加して ください。 電話帳 エン ト リーが最大数に達した場合、 エン ト

リーを削除してから新しいエン ト リーを追加して ください。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

設定 / プロファイル
設定 / プロファイル

設定 / プロファ イル メニューでは、 機能選択が表示され、 そこで、 プロ

ファ イルの管理やプロファ イルの詳細の閲覧が可能です。 FTB-610 高度広

帯域銅線テス トモジュール は銅線テス ト アプ リ ケーシ ョ ンのいくつかのタ

イプをサポート します。 設定のパラ メーターはテス ト設定プロファ イルに

保存されます。 プロファ イルのデフォルト  では、 すべてのテス ト アプ リ

ケーシ ョ ンにあらかじめ定義したパラ メーター設定を行う こ とができま

す。

設定 / プロファイルにアクセスする ：

銅線メ イン メニューから、  設定 / プロファ イルを選択して ください。
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銅線テスト：メインメニューの使用

設定 / プロファイル
ロードする

プロファ イル管理 ページには、 プロファ イル名 と  更新日によ り、 内部メモ

リ内で利用可能なプロファ イルのリ ス トが表示されます。

プロファイルをロードする ：

1. メ イン メニューから、 設定 / プロファ イルをタ ップして ください。

2. プロファ イル管理 タブから、 ロード したいプロファ イルを選択して く

ださい。

3. ロードボタンをタ ップし、 プロファ イルをロード して ください。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

設定 / プロファイル
プロファイルの詳細

 所望のテス ト アイコンを選択して、 プロファ イルの詳細 メニューから、 保

存したプロファ イルを FTB-610 高度広帯域銅線テス トモジュール を閲覧で

きます。 　現在表示されている  選択したプロファ イル 名上のアスタ リ スク

「*」 は、 特定テス トの閾値設定またはパラ メーターで、 本プロファ イルに

変更が行われたこ とを示しています。

各テス トは、 選択して設定するテス ト アイコンのサブメニューを表示しま

す。

プロファイルの詳細を閲覧する ：

1. メ イン メニューから、 設定 / プロファ イルをタ ップして ください。

2. プロファ イルの詳細 タブから、 その詳細を閲覧したいテス ト を選択し

て ください。
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銅線テスト：メインメニューの使用

設定 / プロファイル
当ページには、 以下のテス トが表示されます ：

 Pair Detective

 自動テス ト

 FaultMapper

 マルチメーター

 マルチメーター 2

 TDR

 信号 

 ノ イズ
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

設定 / プロファイル
Pair Detective プロファイルの詳細

プロファ イルの詳細の Pair Detective メ イン メニューでは、 テス トの閾値

とパラ メーターを閲覧できます。

Pair Detective プロファイルの詳細を閲覧する ：

1. メ イン メニューから、 設定 / プロファ イルをタ ップして ください。

2. プロファ イルの詳細 タブをタ ップして ください。

3. テス ト グループから、 Pair Detective テス ト を選択して ください。

4. テス ト  のメニューから、 詳細を閲覧したいテス ト を選択して くださ

い。
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銅線テスト：メインメニューの使用

設定 / プロファイル
自動テストプロファイルの詳細

プロファ イルの詳細の 自動テス トのメ イン メニューでは、 以下のテス トの

閾値とパラ メーターを閲覧できます ：

 Pots 自動テス ト

 ユーザー自動テス ト

自動テストプロファイルの詳細を閲覧する ：

1. メ イン メニューから、 設定 / プロファ イルをタ ップして ください。

2. プロファ イルの詳細 タブをタ ップして ください。

3. テス ト グループから、 自動 のテス ト を選択して ください。

4. テス ト  のメニューから、 詳細を閲覧したいテス ト を選択して くださ

い。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

設定 / プロファイル
FaultMapper テストのプロファイルの詳細

プロファ イルの詳細の FaultMapper テス トのメ イン メニューでは、 テス ト

の閾値とパラ メーターを閲覧できます。

FaultMapper テストプロファイルの詳細を閲覧する ：

1. メ イン メニューから、 設定 / プロファ イルをタ ップして ください。

2. プロファ イルの詳細 タブをタ ップして ください。

3. テス ト グループから、 FaultMapper テス ト を選択して ください。

4. テス ト  のメニューから、 詳細を閲覧したいテス ト を選択して くださ

い。
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銅線テスト：メインメニューの使用

設定 / プロファイル
マルチメーターテストプロファイルの詳細

プロファ イルの詳細の マルチメーター メ イン メニューでは、 以下のテス ト

の閾値とパラ メーターを閲覧できます ：

 電圧

 電流

 抵抗

 静電容量 / オープン

 抵抗バランス

 バランス

マルチメーターテストプロファイルの詳細を閲覧する ：

1. メ イン メニューから、 設定 / プロファ イルをタ ップして ください。

2. プロファ イルの詳細 タブをタ ップして ください。

3. テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を選択して ください。

4. テス ト  のメニューから、 詳細を閲覧したいテス ト を選択して くださ

い。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

設定 / プロファイル
マルチメーター 2 テストプロファイルの詳細

プロファ イルの詳細の マルチメーター 2 のメ イン メニューでは、 テス ト閾

値と絶縁テス トのパラ メーターを閲覧できます。

マルチメーター 2 テストプロファイルの詳細を閲覧する ：

1. メ イン メニューから、 設定 / プロファ イルをタ ップして ください。

2. プロファ イルの詳細 タブをタ ップして ください。

3. テス ト グループから、 マルチメーター２  テス ト を選択して ください。

4. テス ト  のメニューから、 詳細を閲覧したいテス ト を選択して くださ

い。
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銅線テスト：メインメニューの使用

設定 / プロファイル
TDR テストのプロファイルの詳細

プロファ イルの詳細の TDR のメ イン メニューでは、 テス トの閾値とパラ

メーターを閲覧できます。

TDR テストプロファイルの詳細を閲覧する ：

1. メ イン メニューから、 設定 / プロファ イルをタ ップして ください。

2. プロファ イルの詳細 タブをタ ップして ください。

3. テス ト グループから、 TDR テス ト を選択して ください。

4. テス ト  のメニューから、 詳細を閲覧したいテス ト を選択して くださ

い。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

設定 / プロファイル
信号テストプロファイルの詳細

プロファ イルの詳細の信号メ イン メニューでは、 以下のテス トの閾値とパ

ラ メーターを閲覧できます ：

 WB バランス

 WB 減衰

 TX/RX トーン

信号テストプロファイルの詳細を閲覧する ：

1. メ イン メニューから、 設定 / プロファ イルをタ ップして ください。

2. プロファ イルの詳細 タブをタ ップして ください。

3. テス ト グループから、 信号 テス ト を選択して ください。

4. テス ト  のメニューから、 詳細を閲覧したいテス ト を選択して くださ

い。
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銅線テスト：メインメニューの使用

設定 / プロファイル
ノ イズテストプロファイルの詳細

プロファ イルの詳細の ノ イズ のメ イン メニューでは、 以下のテス トの閾

値とパラ メーターが閲覧できます ：

 VF ノ イズ

 パワーインフルエンス

 VF インパルス ノ イズ

 WB PSD ノ イズ

 WB インパルス ノ イズ

ノ イズテストプロファイルの詳細を閲覧する ：

1. メ イン メニューから、 設定 / プロファ イルをタ ップして ください。

2. プロファ イルの詳細 タブをタ ップして ください。

3. テス ト グループから、 ノ イズ テス ト を選択して ください。

4. テス ト  のメニューから、 詳細を閲覧したいテス ト を選択して くださ

い。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

設定 / プロファイル
USB からコピー

USB からコピー では、 外部 USB デバイス上にあるすべてのプロファ イル

を装置にコピーできます。

プロファイルの詳細をコピーする ：

1. メ イン メニューから、 設定 / プロファ イルをタ ップして ください。

2. プロファ イルの管理タブから、 USB からコピーボタンをタ ップして く

ださい。 ［USB からコピー］ ページが開きます。

3. USB ド ラ イブ の一覧から USB ド ラ イブを選択して ください。

4. コピーするプロファ イルを選択して ください。 

注記 : 全プロファ イル名を選択するには、 すべてのプロファ イルを選択をチェッ

ク して ください。

5. コピー ボタンをタ ップし、 コピーの処理を開始します。
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設定 / プロファイル
USB へのコピー

USB にコピー では、 内蔵メモ リにある全プロファ イルを外部 USB デバイ

スにコピーできます。 プロファ イル名が既に保存先フォルダに存在する場

合は、 コピー （x） は、 1 から数えてコピー数と同じ x が、 プロファ イル名

に付加されます。 

プロファイルの詳細をコピーする ：

1. メ イン メニューから、 設定 / プロファ イルをタ ップして ください。

2. プロファ イルの管理 タブから、 USB にコピー ボタンをタ ップして くだ

さい。

［USB からコピー］ ページが開きます。 

3. コピーするプロファ イルを選択して ください。 

注記 : 全プロファ イル名を選択するには、 すべてのプロファ イルを選択をチェッ

ク して ください。

4. USB ド ラ イブ の一覧から USB ド ラ イブを選択して ください。

5. コピー ボタンをタ ップし、 コピーの処理を開始します。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

設定 / プロファイル
プロファイルを削除

削除では、 装置の （デフォルトのプロファ イルを除く） プロファ イルを削

除できます。 

プロファイルを削除する ：

1. メ イン メニューから、 設定 / プロファ イルをタ ップして ください。

2. プロファ イルの管理 タブから、 削除したいプロファ イルを選択して く

ださい。 

3. 削除 ボタンをタ ップして ください。 選択したプロファ イルが削除され

ます。

保存

保存で、 選択したプロファ イルへの変更を保存できます。 選択したプロ

ファ イル 名上のアスタ リ スク 「*」 は、 特定テス トの閾値設定やパラ メー

ター内で行った変更を示しています。 

プロファイルを保存する ：

1. メ イン メニューから、 設定 / プロファ イルをタ ップして ください。

2. プロファ イルの管理 タブから、 プロファ イルを選択して [ 保存 ] を

タ ップして ください。

 保存では、 現在選択されているプロファ イル名を保存できます。

 新規保管 では、 英数字エディ タ画面を開いて選択したプロファ イ

ルの新しい名前を入力できます。
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銅線テスト：メインメニューの使用

設定 / プロファイル
デフォルト

デフォルト  では、 現在のテス ト設定を工場出荷時のデフォルトプロファ イ

ルにリセッ ト します。 選択する と、 単一で自動テス ト設定が全て、 工場出

荷時のテス ト設定に戻るこ とを確認するために、 ダイアログボッ クスが現

れます。

設定をリセッ トする ：

1. メ イン メニューから、 設定 / プロファ イルをタ ップして ください。

2. プロファ イルの管理 タブから、 デフォルト  ボタンをタ ップして くださ

い。 設定が工場出荷時のデフォルトに リセッ ト されるこ とを確認する

ために、 警告が表示されます。

3. OK をタ ップして続行するか、 または キャンセル タ ップして中止して

ください。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

アプリ ケーシ ョ ンの設定
アプリケーショ ンの設定

銅線テス ト を実行する前に、 ケーブル用ソフ ト ウェアの設定と値を設定し

て ください。 モジュールでは、 別のプロファ イルに標準パラ メーター設定

を保存し、 必要に応じて再利用できます。

アプ リ ケーシ ョ ン設定にアクセスする ：

1. メ イン メニューから、 設定を選択して ください。 

2. アプ リ ケーシ ョ ンをタ ップして ください。 設定。

当ページには、 以下のタブが表示されます。

全般

全般 タブでは、 アプリ ケーシ ョ ンのためのケーブル温度、 テス ト起動モー

ド、 レポート形式などを設定できます。
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アプリ ケーシ ョ ンの設定
当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 温度 は、 F （カ氏） または C （セ氏） 単位のいずれかでテス ト中のケー

ブルの温度を指定します。

 テス ト起動モード  では、 テス ト起動タイプを表示します。

 テス トサブメニューから各アイコンを選択する際に、 自動 （デ

フォルト ） が自動的にテス ト を開始します。

 テス ト を開始するには、 マニュアルで メ イン メニュー の開始ボタ

ンをタ ップして ください。

 レポート形式 は、 生成されたレポート形式と して HTML または 
MHTML です。

 迅速に結果を保存では、 結果を保存しないでテス ト を離れる前に、

ボッ クスをチェッ ク してポップアップの確認メ ッセージを有効にする

こ とができます。

 結果ファイルの保管場所 では、 結果を以下の保存する場所を選択でき

ます ： USB または 内部メモ リ。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

アプリ ケーシ ョ ンの設定
標準

標準 タブでは、 測定単位とテス トパラ メーターのプリセッ ト値を設定でき

ます。
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銅線テスト：メインメニューの使用

アプリ ケーシ ョ ンの設定
当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 標準選択

 標準 では、 銅線テス トは、 ITU （国際電気通信） または ANSI （米

国規格協会） 規格に準拠している必要があるかど うかを指定でき

ます。

注記 : 標準を選択する と、 ページのデフォルトの 測定単位、 ラベルのカスタマイ

ズ、 そしてテス トパラ メーターの事前設定 がリセッ ト されます。

 測定単位

 距離 は、 フ ィート またはメートルで距離の測定単位を示します。

 温度は F (カ氏) または C (セ氏)の温度の測定単位を示しています。

 レベル は dBm または DBRN の電力レベルの単位を示しています。

 静電容量 は、 (nF/km または nF/mi)でチップと リ ングのための静電

容量の単位を一覧表示します。

 抵抗 は、 (Ω/km または Ω/mi) における抵抗の単位を一覧表示しま

す。

 減衰では、 （dB/km または dB/mi) でケーブルの信号強度の軽減ま

たは挿入損失の単位を一覧表示します。

 パワースペク トル密度 （PSD） は、 ノ イズ スペク トルの時点で、

ノ イズのエネルギーを測定する単位を一覧表示します。 単位は、

以前に選択した レベルによって決ま り ます。

 ラベルのカスタマイズ

 接続 はケーブル接続のタイプを示しています。 T-R-G または A-B-E

 テス トパラ メーターの事前設定

 電力ケーブルの周波数は電力系統の周波数値を示しています。

 終端インピーダンス  はラインに接続されたダ ミー負荷のインピー

ダンスの値を示しています。

 ノ イズフ ィルター はノ イズフ ィルターの種類を一覧表示します。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

アプリ ケーシ ョ ンの設定
識別

ID タブでは、 それらを保存する際にそれぞれの単一および自動テス ト結果

ファ イルを識別するための値を事前設定できます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 ユーザー名 / ユーザー ID では、各フ ィールドに最大 25 文字までの英数

字を入力できます。

 からテス ト / へのテス トは、以下の値を表示しています。DSLAM、 NID、 
CPE、 CROSSBOX、 FRAME  - ユーザー定義値を含む、 最大 20 までのエ

ン ト リー。

 からテス ト / へのテス ト リ ス ト設定 ボタンは、 分けられた リ ス ト管理

ページを開きます。 

最大 20 個の異なるエン ト リーの追加が可能です。
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アプリ ケーシ ョ ンの設定
リスト を管理する ：

1. エン ト リーを選択して ください。

2. 追加 ボタンをタ ップし、 一覧で選択したエン ト リーのすぐ下のエン ト

リーを追加して ください。

3. エン ト リーを編集するには、 エン ト リーを選択して変更 ボタンをタ ッ

プして ください。

4. 追加したエン ト リーを削除するには、 削除 ボタンをタ ップして くださ

い。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

アプリ ケーシ ョ ンの設定
ファイル名

ファ イル名 タブは、 自動的に結果ファ イルの名前付けの標準構成を設定し

ます。 エン ト リーを選択 / 解除のみできます。 有効な全エン ト リーは、

ファ イル名の生成が考慮されます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 ファ イル名のプレビュー はファ イル名のプレビューが表示されます。

選択したエン ト リーの実際の値は、 表示されません。

 日付および時間 の値の形式は、 システム設定で選択した形式によって

異なり ます。 本エン ト リーは、 解除できません。

 セパレーター では、 例えば、 以下のよ うにファ イル名に使用可能なエ

ン ト リーを分けるために、 値を選択できます ： スペース  ( ), ダッシュ  
(-), アンダースコア (_)。

 上向き ・ 下向きの矢印キーを用いる と、 識別フ ィールドの順序を変更

できます。
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アプリ ケーシ ョ ンの設定
ブザー

モジュールに電源が入っている と きは、 ブザーは必ずオンになっており、

テス ト用ケーブルに危険電圧がある場合、 可聴的および可視的な警告を発

します。 

ブザー タブでは、 ブザー設定の値を設定できます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 ブザー閾値電圧 では、 70-150 ボルト までの危険な電圧レベルを設定で

きます。 デフォルトは 80 ボルトであ り ます。

 ハッシュタイム  では、 1-15 分までのハッシュタイムアウ ト を設定でき

ます。 デフォルトは 3 分間です。

 ハッシュブザー ボタンは、 鳴っているブザーを消音します。
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デフォルト設定
デフォルト設定

デフォルト設定では、 工場出荷時の設定にアプリ ケーシ ョ ンの設定、 電話

帳の設定やそれらの両方を復元できます。

デフォルト設定を利用する ：

1. メ イン メニューから、 設定を選択して ください。 

2. デフォルト設定をタ ップして ください。

3. デフォルト設定にリセッ トするオプシ ョ ンを選択して ください。

4.  デフォルト設定を確かめるボタンをタ ップして、 選択を確認して くだ

さい。

5. 閉じる  をタ ップしてページを終了して ください。

当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 アプ リ ケーシ ョ ン設定 では、 工場出荷時のデフォルト値にすべてのア

プリ ケーシ ョ ンの設定を リセッ トできます。

 電話帳 では、 工場出荷時のデフォルト値に電話帳を リセッ トできま

す。

 すべてのオプシ ョ ン では、 工場出荷時のデフォルト値にアプリ ケー

シ ョ ンの設定や電話帳を リセッ トできます。
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テス ト を保存
テストを保存

行われた試験中または後の結果 / レポート ファ イルへのテス ト結果のス

ナップシ ョ ッ ト を保存できます FTB-610。 各銅線テス ト結果には テス ト を

保存ボタンが含まれています。 内蔵メモ リ または外付け USB ド ラ イブに保

存できるページが開きます。 また、 ボタンは内蔵メモ リ または外付け USB
ド ラ イブに ( HTML または MHTML 形式） レポート をエクスポートできま

す。

または、 テス トが完了または停止していて、 別のテス ト を開始するため

に、 選択している と きには、 保存 ダイアログボッ クスが表示されます。 保

存 を選択する と、 テス ト を保存画面が表示されます。
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テス ト を保存
当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 識別フ ィールド

 ユーザー名 / ユーザーID に は、 アプ リ ケーシ ョ ンの設定 /ID タブで

設定した値が表示されます。 エディ タ画面を使用して、 本フ ィー

ルドを編集するこ とができます。

 テス ト  From/To は、 アプ リ ケーシ ョ ン設定 / 識別 タブ内で設定し

た値を表示します。 リ ス ト ボッ クスから選択を使用して、 この

フ ィールドを編集できます。

 ジ ョブ ID はタスクの一意の識別子を作成 / 編集できます。

 顧客名 はテス トが実行されたために顧客の名前です。

 回路 ID は被測定回路の一意の識別子を作成 / 編集できます。

 コ メ ン トで は任意の関連情報を追加できます。

 結果

 結果ファイルを選択 ボタンは、 結果を保存できる既存のファ イル

名のリ ス ト を表示します。 

結果ファイルがすでに存在する場合は、 警告メ ッセージが既存の

ファ イルを上書きするために表示されます。 

OK をタ ップして、 既存のファ イルに上書きするか、 キャンセル 
をタ ップして中止して ください。
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テス ト を保存
 結果ファイルの保存場所 は、 内蔵メモ リ または USB デバイスのい

ずれか FTB-1 の結果を保存するオプシ ョ ンを提供します。 デフォ

ルトの選択は アプ リ ケーシ ョ ンの設定 / 全般 タブからできます。

 結果ファイル名 では、 結果ファ イル名のプレビューや編集が可能

です。 提案されたファイル名は、 現在の設定 / アプ リ ケーシ ョ ン設

定 / ファ イル名で構成されている自動ネーミ ングパラ メーターに基

づきます。

 結果を保存 ボタンは、 結果ファイル名 が正常に保存されるかを確

認します。

 レポートのエクスポート

 レポート形式 は HTML または MHTML です。

保存されたテス ト結果から HTML または MHTML レポート を生成

してエクスポートできます。 レポートは以下のとおりです。

合格 / 不合格 状況を含む一般的な情報

識別

プロファ イル / 結果の概要

署名 と  日付用の空白のエン ト リー。

 結果ファイル名 では、 レポートのファ イル名をプレビューして編

集できます。 提案されたファイル名は、 現在の設定 / アプ リ ケー

シ ョ ン設定 / ファ イル名で構成されている自動ネーミ ングパラ メー

ターに基づきます。

 保存レポート ボタンは、 レポート ファ イル名 が正常に保存される

かを確認します。 USB デバイスが挿入されていない場合に、 以下

の警告ダイアログボッ クスが表示されます。 USB デバイスは存在

していません .
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テス ト を保存
結果ファイルを選択します

結果ファイルを選択 ページでは、 結果を保存でき、 既存のファイル名のリ

ス トが表示されます。

既存の ファ イル名に結果を保存する ：

1. 目的のファ イル名を選択します。

2. OK を押して選択を確定します。 

注記 : 選択された結果ファ イルが新しい結果で上書きされます。
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テス ト を保存
レポート ファイルを選択する

レポート を選択ページでは、 レポート を保存でき、 既存のファイル名のリ

ス トが表示されます。

既存の ファ イル名にレポートを保存する ：

1.  所望の ポートのファ イル名を選択して ください。

2. OK を押して選択を確定します。

注記 : 選択したレポート ファ イルには、 新しいレポート を上書きされます。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

保存された結果を読み込み中
保存された結果を読み込み中

メ イン メニューから、 結果ファイルを読み込む を選択する と、 保存された

結果が閲覧できます。

結果ファイル

結果ファイル名 ページでは、 結果のファイル名 を選択し、 以前に保存した

ファ イルの結果を表示できます。 本ページは、 テス ト用の日付および時間

毎に保存されている全ての結果ファイルを表示します。 更新日 のフォー

マッ トは システム設定の選択毎に行われます。 結果ファイルでは、 FTB-1 
内蔵メモ リ  または USB のどちらからロードできます。

以前に保存したテスト結果を開く ：

1. タ ップして、 ファ イルを選択し、 開いてください。

2.  選択 をタ ップして結果ファ イルを開くか、 またはキャンセルをタ ップ

して、 ページを閉じて ください。
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銅線テスト：メインメニューの使用

保存された結果を読み込み中
結果ファイルを読み込み中

保存した結果ファ イルを開く と、 保存した測定結果の詳細や選択したテス

トのケーブルパラ メーターが表示されます。 以下のタブとボタンは、 保存

されたテス トに応じて表示されます。

 概要 タブには、 実行したテス ト名の一覧、 各テス トの実行された日付

と時刻、 およびテス トの状況 （合格 / 不合格） などが表示されます。

概要ページ 257 を参照して ください。

 プロファ イルの詳細に は、 テス トの閾値や設定パラ メーターが表示さ

れます。

 結果の概要 には以下のタブで、 テス トの一般的な情報とパラ メーター

が表示されます。

 テス ト を保存 はコ メン ト と と もに、 合格 / 不合格の状況、一般的な

情報および識別情報が表示されます。

 電話帳 には、 テス ト中にダイヤルした電話エン ト リーが表示され

ます。

 補足 には、 最後に実行された テス ト リード試験の状況、 日付およ

び時間が表示されます。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

保存された結果を読み込み中
プロファイルの詳細

選択されたテス トのセッ ト アップについての プロファ イルの詳細 ページが

表示され、 読み取り専用 テス トの閾値 および テス トのパラ メーター情報

であ り ます。

当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 テス ト グループ は、 例えば マルチメーター等、 選択し、 保存した結果

のテス ト グループ全体のこ とです。

 テス ト ID とは、 例えば 電圧等、 グループのテス トの種類のこ とです。

 プロファ イル名 は選択した保存された結果のファイル名です。
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銅線テスト：メインメニューの使用

保存された結果を読み込み中
結果のまとめ

テス ト を保存 タブは、 テス ト用にコ メン ト を添えて、 合格 / 不合格の状

況、 一般的な情報および識別情報が表示されます。

 一般的な情報 はテス ト結果に関連する読み取り専用の情報を表示しま

す。

 結果ファイル名

 テス ト日付および時間

 テス ト グループ

 テス ト ID

 テス トモード
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

保存された結果を読み込み中
 編集可能な識別フ ィールド  はロード されたファ イルからの値を表示し

ます。 エディ タ画面を使用するか、 リ ス ト ボッ クスからエン ト リーを

選択する と、 すべてのフ ィールドを編集できます。

 ユーザー名 / ID

 テス トから / へ

 ジ ョブ ID

 顧客名

 回路 ID

 コ メン ト

 画面上のボタンについて

 保存 は、 現在のファ イル名を持つ現在の変更を保持します。

 新規保管 はエディ タ画面で設定できる別のファ イル名で現在の変

更を名前を付けて保存します。

 レポート を保存  では、 結果ファ イルをロードするこ とができ、 ID
フ ィールドを更新してレポート を生成できます。

 閉じる  は変更内容を保存しないでページを閉じます。
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銅線テスト：メインメニューの使用

保存された結果を読み込み中
電話帳

電話帳 タブでは、 結果ファ イルのロード中に、 電話帳の詳細情報をまとめ

ます。

そこには、 グループ / エン ト リ名、 電話番号、 タグなどのグループエン ト

リーに関する情報が表示されます。

ダイアラーがテス ト中に使用されなかった場合は、 電話帳 タブが結果の概

要ページの一部と して表示されません。
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銅線テスト ： メ インメニューの使用

保存された結果を読み込み中
補足

補足 タブの下に表示されるテス ト リード試験は、 テス ト リードのケーブル

温度に基づいた検査抵抗および静電容量の日付と時間 および合格 / 不合格

の テス ト状況を読み取り専用で表示します。
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6 Pair Detective テスト
Pair Detective テス トは、 10 の連続した   個々の一連のテス トで構成され

ており、 高電圧線に適用されます。 自動的に収集された結果を分析し、 分

かりやすい言葉で可能な障害に指示を与えます。 このテス ト を続行する前

に、 回線がアクティブでないこ とを確認します。

いずれかのテス トの開始時に、 装置は危険な電圧および能動回路が存在し

てないこ とをチェ ッ ク します。 危険な電圧が検出される と、 ユーザ通知の

ダイアログボッ クスが表示されます。 テス ト を停止します 。 能動回路が検

出される と、 テス ト を続行するかど うかを尋ねるダイアログボッ クスが表

示されます。
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Pair Detective テスト

Pair Detective
Pair Detective
Pair Detective ページには、 状況 （合格 / 不合格）、 選択した各ワイヤ · ペ
アのための直流電圧 / 電流と絶縁 の概要だけでなく、 Pair Detective テス

トについて他の詳細な結果が表示されます。

Pair Detective ページにアクセスする ：

1. 銅線 メ イン メニュー テス ト  グループから、 Pair Detective テス ト を選

択します。

2. テス ト  メニューから、 Pair Detective テス ト を選択し、 テス ト を開始

します。

注記 : 結果が実数ではない、 参考用のみです。 
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Pair Detective テスト

Pair Detective
当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 パラ メーターを編集ボタンは、絶縁 テス トのための 0 から 59 分 59 秒ま

でのソーク期間を設定できる新しいページが開きます。 デフォルト値

は 30 秒です。 

 閾値を編集ボタンは、 Pair Detective 閾値パラ メータを設定できる新し

いページを開きます。

 ケーブルを選択ボタンは、 テス ト用のケーブルパラ メータを設定でき

る新しいページを開きます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。
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Pair Detective テスト

Pair Detective
ケーブルパラメーターの設定

ケーブルの設定 ページでは、 Pair Detective テス ト用のケーブルパラ メー

タを設定できます。

ケーブル値を設定する ：

1. 銅線 メ イン メニュー テス ト  グループから、 Pair Detective テス ト を選

択します。

2. テス ト  メニューから、 Pair Detective テス ト を選択します。

3.  ケーブルを選択 ボタンをタ ップし、 ケーブルの選択 ページを開きま

す。

4. 必要に応じてケーブルパラ メータ  を設定します。

5. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。
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Pair Detective テスト

Pair Detective
当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 ケーブルの種類では、 テス ト を使用するために、 電流ケーブル帳から

ケーブルエン ト リ - を選択できます。 テス ト を終了する と きに、 選択

が保存されません。 現在のケーブル帳のエン ト リーはデフォルトで表

示されます。

 ケーブル充填 読み取り専用エン ト リはケーブルが充填されている材料

の種類です。 以下で構成されます ： エアコア、 ゼリー、 パルプ、 5 PR、
または 2 PR。 ケーブル帳で設定します。

 伝搬速度 の読み取り専用エン ト リは光の速度の比率と して、 ケーブル

を伝播する電磁波の速度です。 ケーブル帳で設定します。

 ケーブルの温度では、 セ氏温度 または カ氏温度のいずれかでテス ト さ

れているケーブルの温度を変更できます。
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Pair Detective テスト

Pair Detective
閾値の設定

テス トの閾値 ページでは、 各ペアの Pair Detective を設定できます。

閾値を設定する ：

1. 銅線 メ イン メニュー テス ト  グループから、 Pair Detective テス ト を選

択します。

2. テス ト  メニューから、 Pair Detective テス ト を選択します。

3.  閾値を編集ボタンをタ ップし、 テス ト閾値ページを開いてください。

4. 必要に応じて閾値を設定します。

5. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。
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Pair Detective テスト

Pair Detective
当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 外部直流電圧は最小の使用 POTS 直流電圧値を設定します。

 POTS 直流電圧は最小の使用 POTS 直流電圧値を設定します。

 POTS 直流電流は最小の使用 POTS 直流電流値を設定します。

 静電容量のバランス  はパーセン トで最小静電容量のバランスの閾値を

設定します。

 良好バランスはバランスの良好な閾値を設定します。

 マージナルバランス  はマージナルバランス閾値を設定します。

  絶縁は絶縁抵抗の閾値を設定します。
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Pair Detective テスト

Pair Detective
テストパラメーターの設定 
テス トパラ メーター ページでは Pair Detective テス ト用のテス トパラ メー

タを設定できます。

テストパラメーター値を設定する ：

1. 銅線 メ イン メニュー テス ト  グループから、 Pair Detective テス ト を選

択します。

2. テス ト  メニューから、 Pair Detective テス ト を選択します。

3. パラ メーターを編集ボタンをタ ップし、 テス トパラ メーターページを

開きます。

4. 必要に応じて絶縁ソーク時間 を設定して ください。

5. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

絶縁 ソーク時間 は、  Pair Detective テス トのための 0 から 59 分 59 秒

までのソーク期間を設定します。 
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Pair Detective テスト

マルチメータ
マルチメータ

Pair Detective マルチメーター  ページには、 読み取り専用の結果と  P/F テ

ス トの P/F  ( 合格 / 不合格 ) 状況が表示されます。

マルチページにアクセスする ：

1. 銅線 メ イン メニュー テス ト  グループから、 Pair Detective テス ト を選

択します。

2. テス ト  メニューから、 Pair Detective テス ト を選択し、 テス ト を開始

します。

3.  連続 タブをタ ップし、 マルチメータページを開きます。
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Pair Detective テスト

マルチメータ
マルチメーターページには、 次のテス トの P/F ステータスが表示されま

す ：

 直流電圧 は各直流ペアのボルト を表示します。

 直流電流 には、 T-R ワイヤー ペアの直流 電流結果 が表示されます。

 静電容量 / オープン は％での すべてのペアの間で静電容量のバランス

だけでなく、 各ワイヤペアの 静電容量 と  長さを表示します。

 絶縁 は抵抗 および 各ワイヤーペアの ソーク  カウンター を表示しま

す。
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Pair Detective テスト

TDR
TDR
Pair DetectiveTDR タブでは、 Pair Detective テス トから検索された自動

TDR テス ト キャプチャ結果を表示できます。 FaultMapper テス トが実行さ

れるたびに、 TDR は一度実行されます。 本テス トの詳細については 自動
TDR ページ 182 を参照して ください。

TDR テストにアクセスする ：

1. 銅線 のメ イン メニュー テス ト  グループから、 Pair Detective テス ト を

選択します。

2. テス ト  メニューから、 Pair Detective アイコンをタ ップし、 テス ト を

開始します。

3. TDR タブを選択し、 本テス ト を実行します。

4. グラフコン ト ロールを使用して、 グラフを操作します。 詳細につきま

しては、 グラフコン ト ロールページ 18 を参照して ください。
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Pair Detective テスト

概要
当ページでは、 以下のパラ メーターを選択できます。

 パラ メーターを編集 ボタンで、 テス ト値を選択できる新しいページを

開きます。 詳細につきましては、 パラ メーターを編集ページ 183 を参

照して ください。

 ケーブルを選択ボタンは、 電流 テス ト用のケーブルパラ メーターを設

定できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 ケーブルを
選択ページ 184 を参照して ください。

概要

概要 タブには、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） 及び識別情報が

表示されます。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を

参照して ください。
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7 自動テスト
自動テス トでは、 POTS から VDSL2 までの様々な回路の種類の事前資格検

査、 インス トール、 メンテナンスで用いられるテス ト を自動的に実行でき

ます。

POTS 自動テスト

POTS 自動テス トの目的は、 音声を送信するために、 ペアの質をすぐに利

用するこ とです。 本テス トでは、 POTS 回路タイプの状況 （合格または不

合格） を提供するために、 保存された閾値に対して測定結果を比較するこ

とができます。

POTS 自動テストにアクセスする ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 自動テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 POTS 自動テス ト  テス ト を選択し、 テス ト を開

始します。

デフォルトでは、 POTS 自動 ページが開かれます。
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自動テスト

POTS 自動テス ト
当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 パラ メーターを編集 ボタンは、 POTS 自動テス ト用のパラ メーターを

設定できる新しいページを開きます。 

 閾値を編集ボタンは、 POTS 自動閾値を設定できる新しいページを開

きます。

 ボ リ ュームを設定ボタンは、 ボ リ ュームレベルを調整できる新しい

ページを開きます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。
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自動テスト

POTS 自動テス ト
閾値の設定

テス ト閾値 ページでは、 複数の組み合わせテス トのための POTS 自動テス

トの閾値を設定できます。 

閾値を設定する ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 自動テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 POTS 自動テス ト を選択します。

3. 閾値を編集ボタンをタ ップし、 テス ト閾値のページを開きます。

4. 必要に応じていきい値を設定します。

5. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 ループ直流電流 (T-R) は、TR ワイヤーペアの直流電流値を設定します。

 損失 (T-R) は、 TR ワイヤーペアの損失値を設定します。

 パワーインフルエンスはテス ト用のパワーインフルエンス値を設定し

ます。

 VF ノ イズ は使用される音声周波ノ イズのレベルを設定します。

 バランスは、 アクティブ モードのバランス値を設定します。
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自動テスト

POTS 自動テス ト
テストボリュームの設定

ボ リ ューム設定ページでは、 POTS 自動テス トボ リ ュームを設定できます。

ボリュームを設定する

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 自動テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 POTS 自動テス ト を選択します。

3. ボ リ ュームを設定ボタンをタ ップし、 ボ リ ュームの設定ページを開き

ます。

4. 必要に応じて値を設定します。

5. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 ボ リ ューム コン ト ロールは、 ボ リ ュームレベルを調整します。

 スピーカーを ミ ュートにするのチェッ クボッ クスは、 スピーカー状況

を変更します。
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自動テスト

POTS 自動テス ト
テストパラメーターの設定 
テス トパラ メーター ページでは、 POTS 自動テス トパラ メーターを設定で

きます。

パラメーター値の設定方法 ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 自動テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 POTS 自動テス ト を選択します。

3. パラ メーターを編集ボタンをタ ップし、 テス トパラ メーターページを

開きます。

4. 必要に応じてパラ メーターを設定します。

5. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。
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自動テスト

概要
当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 電話帳グループでは、 mWの トーンエン ト リーを含める電話帳グループ

のリ ス トから  グループ # を選択できます。

 ミ リ ワ ッ ト トーンエン ト リーには、 選択された 電話帳グループから、

少なく と も 1 mW の トーンエン ト リー番号が表示されます。

 クワイエッ ト ラ インエン ト リーには、 選択された電話帳グループから

クワイエッ ト ラ インエン ト リ番号が表示されます。 

 VF ノ イズフ ィルター には、 ITU または ANSI 標準 モードおよび 設定 /ア
プ リ ケーシ ョ ン設定で設定したノ イズフ ィルタに依存して使用される

音声周波数ノ イズフ ィルタが表示されます。

概要 
電圧と抵抗を使用する と、 ループ電流、 パワーインフルエンス と音声周波

数値を識別するために必要な基本的な測定を提供しています。 POTS 自動

テス トは、 複数の組み合わせテス トで構成されています。

概要 タブでは、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されま

す。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して く

ださい。
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自動テスト

ユーザー自動テス ト
ユーザー自動テスト

 ユーザー自動テス トは、 テス トの状況 （合格 / 不合格） を提供するため

に、 保存された閾値に対して測定結果を比較し、 異なるユーザ - 定義テス

トの範囲を実行します。 テス トパラ メーターおよび閾値は、 個々のテス ト

から受け継がれます。

ユーザー自動テストの利用方法 ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 自動テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 ユーザー自動テス ト  を選択し、 テス ト を開始し

て ください。

デフォルトでは、 ユーザー自動テス トページが開きます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 テス トの選択 ボタンは、 ユーザー自動テス トに含めるテス ト を選択で

きる新しいページを開きます。 

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。
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自動テスト

ユーザー自動テス ト
ユーザー自動テストの選択

テス トの選択 ページによって、 最大 13 のテス トの種類を選択し、 自動テ

ス トに追加でき、 また、 ［停止］ のチェッ クボッ クスを選択して、 テス ト

の間に 停止を設定するこ とができます。 一覧で表示されたすべてのテス ト

は固定期間 （スナップシ ョ ッ ト ） を持ち、 連続していません。 グラフが表

示されません。

テストの選択方法 ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 自動テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 ユーザー自動テス ト  を選択し、 テス ト を開始し

て ください。

3.  テス トの選択 ボタンをタ ップして、 新しいページを開きます。

4. テス ト を選択して、 実行します。

5. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

以下のテス トが利用できます ：

 電圧 は、 回線の交流 RMS と直流電圧を検出します。

 電流 は回線の交流 RMS と直流電流をチェッ ク します。
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自動テスト

ユーザー自動テス ト
  抵抗は、 直流電流を使用して、 リードの各組み合わせの間で回路を流

れる電流値または抵抗率を測定します。 また、 可能な障害を識別する

およびループ長を推定するためのツイス トペアケーブルの抵抗率を測

定するために使用されます。

 抵抗バランス  を測定し、 各脚の抵抗値を比較します。

 絶縁 は、 銅ペアの絶縁または被覆材料の品質を測定します。

 オープン は、 各リードのための距離変換による静電容量を測定しま

す。 それはオープンワイヤを示すために役立ちます。

 VF ノ イズ は、 回線の音声周波数ノ イズを測定します。

 パワーインフルエンス  は50 Hz と  60 Hz の電源線 (交流 電源 ) 干渉が被

測定回路に与える影響を測定します。

 VF インパルス ノ イズは、 ランダムな振幅およびスペク トル内容を有す

る音声周波数範囲のエネルギースパイ クのランダムなオカレンス （出

現） を測定します。

 WB PSD ノ イズ はパワースペク トル密度のノ イズを測定します。

 WB インパルス ノ イズ は、 ランダムな振幅及びスペク トル内容を有す

る広帯域のエネルギースパイ クのランダムなオカレンス （出現） を測

定します。

 バランス  ペアが 2 の導体が同じでどれだけ依存し、 縦方向および相互

ノ イズとの違いに基づいて、 デシベルで軽減できるどのく らいのノ イ

ズを決定します。 ク ロス トークを被るループを識別するのに非常に役

立ちます。

 WB バランス  は、 非常に広い周波数スペク トルにわたって、 上記のよ

うなバランスのテス ト を実行します。

 WB 減衰 は、 銅線を介して移動するよ うに送信される信号のパワーの

損失を算出するシングルエンド損失テス トです。

 ロード コイル は回線のロード コイルの数をカウン ト します。
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自動テスト

ユーザー自動テス ト
Multimeter 1 

マルチメーター 1 のページには、 マルチメーター 1 の結果とテス トの状況

（合格 / 不合格） が表示されます。

マルチメータテストの利用方法 ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 自動テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 ユーザー自動テス ト  を選択し、 テス ト を開始し

て ください。

3.  マルチメーター 1 タブをタ ップし、   マルチメーター 1 ページを開きま

す。

当ページには、 以下の結果が表示されます ：

 交流 -直流電圧 - ボルトおよび各連続の交流 /直流ペア の周波数 (Hz) の
値

 交流 - 直流電流 - 各ワイヤペアのための直流 電流、 交流 電流と周波数

(Hz) の値

 各ワイヤ · ペアための抵抗 および長さ
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自動テスト

ユーザー自動テス ト
マルチメーター 2 
マルチメーター 2 ページには、 追加のループテス ト とテス トの状況 （合格

/ 不合格） が表示されます。

マルチメーター 2 ページにアクセスする ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 自動テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 ユーザー自動テス ト  を選択し、 テス ト を開始し

て ください。

3.  マルチメーター 2 タブをタ ップし、   マルチメーター 2 ページを開きま

す。

当ページには、 以下の結果が表示されます ：

 抵抗バランス   - R レッグ、T レッグ、ループ 抵抗率、Ω と％での合格 / 不
合格の状況および値

 絶縁 - 各ワイヤペアの合格 / 不合格の状況、 抵抗 と ソークカウンター

 各ワイヤペアための抵抗 / オープン  および長さ
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自動テスト

ユーザー自動テス ト
ノ イズ 
ノ イズ ページには、 ノ イズの結果とそのテス トの状況 （ 合格 / 不合格） が

表示されます。

ノ イズページにアクセスする ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 自動テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 ユーザー自動テス ト  を選択し、 テス ト を開始し

て ください。

3.  ノ イズ タブをタ ップする と、 ノ イズページが開かれます。
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自動テスト

ユーザー自動テス ト
当ページには、 以下の結果が表示されます ：

 VF ノ イズ

 パワーインフルエンス

 VF インパルス ノ イズ - 高、 中、 低 カウン ト 、 各検出レベル、 および 経
過時間テス ト状況 （合格 / 不合格） は 中 レベル用のみです。

 WB PSD ノ イズ -  ピーク  ホールドから  現在の ト レースを差別化する最

大 PSD 、 周波数、 RMS ノ イズ の値

 WB インパルス ノ イズ - インパルス  カウン ト、 検出レベル、および 経過

時間。

信号 
信号 ページには、 信号の結果と状況 （合格 / 不合格） が表示されます。

信号ページにアクセスする ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 自動テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 ユーザー自動テス ト  を選択し、 テス ト を開始し

て ください。

3.  信号 タブをタ ップする と、 信号 ページが開かれます。
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自動テスト

概要
当ページには、 以下の結果が表示されます ：

 バランスおよび状況 （合格 / 不合格）

 WB バランス  状況 （合格 / 不合格）

 WB 減衰

 ロード コイル （検出） - ロード コイルの数。

概要 
概要 タブでは、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されま

す。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して く

ださい。
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8 FaultMapper テスト
FaultMapper は、 わかりやすい言葉で独自のグラフ ィ ッ クで表現によ り、

一般的ケーブルの障害の数を自動的に識別、 検索、 提示するために、 TDR、
抵抗、 静電容量の結果を分析する独自な機能です。 

FaultMapper
FaultMapper ページでは、 FaultMapper テス ト用のパラ メータを設定し、

結果を閲覧するこ とができます。 また、 テス トの状況 （合格 / 不合格） も

表示されます。

FaultMapper テストにアクセスする ：

1. 銅線 メ イン メニューのテス ト グループから、 FaultMapper を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 FaultMapper を選択し、 テス ト を開始します。

デフォルトでは、 FaultMappe ページが開かれます。
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FaultMapper テスト

FaultMapper
当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 ケーブルを選択 ボタンは、 電流テス ト用のケーブルパラ メーターを設

定できる新しいページが開きます。 

 パラ メーターを編集 ボタンは、 テス トパラ メーターを設定できる新し

いページを開きます。 

 テス ト ステータスには、 測定中の電流状態やエラーメ ッセージが表示

されます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。
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FaultMapper テスト

FaultMapper
テストパラメーターの設定

パラ メーターを編集  ページでは、 FaultMapper テス ト用のテス ト  パラ

メーター が設定できます。

パラメーターの編集を設定する ：

1. 銅線 メ イン メニューのテス ト グループから、 FaultMapper テス ト を選

択します。

2. テス ト メニューから、 FaultMapper テス ト を選択します。

3. パラ メーターを編集ボタンをタ ップし、 テス トパラ メーターページを

開きます。

4. 必要に応じてパラ メーターを設定します。

5. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます。

ファーエンドス ト ラ ップ では、 ファーエンドス ト ラ ップを有効または無効

にするこ とができます。
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FaultMapper テスト

FaultMapper
ケーブルパラメーターの設定

ケーブルの設定 ページでは FaultMapper テス ト用のケーブルパラ メータ

を設定できます。

ケーブルの設定を設定する ：

1. 銅線 メ イン メニューのテス ト グループから、 FaultMapper テス ト を選

択します。

2. テス ト メニューから、 FaultMapper テス ト を選択します。

3.  ケーブルを選択 ボタンをタ ップし、 ケーブルの選択 ページを開きま

す。

4. 必要に応じてケーブルのパラ メータを設定します。

5. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。
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FaultMapper テスト

FaultMapper
当ページでは、 ケーブルの種類を選択し、 ケーブルの長さ と温度を設定

し、 その他のパラ メータを閲覧できます。

 ケーブルの種類では、 テス ト を使用するために、 現在の ケーブル帳か

らケーブルエン ト リ を選択できます。 テス ト を終了する と きに、 選択

が保存されません。 現在のケーブル帳のエン ト リーはデフォルトで表

示されます。 電流ケーブルはケーブル帳から設定可能性があ り ます。

 ケーブル充填材の読み取り専用のエン ト リーは、 以下のよ うなケーブ

ルが充填されている材料の種類です。 エアコア、 ゼリー、 パルプ、 5 
PR、 または 2 PR。 ケーブル帳で設定します。

 静電容量 T-R は単位長当たりの静電容量を指定します。

 静電容量 T-R　GND は、 単位長当たりの接地静電容量値を指定します。

 抵抗はケーブルの一定の抵抗値を指定します。

 減衰 @ 300 kHz は、 信号強度またはケーブルでの挿入損失の低減のた

めの値を指定します。

 ケーブル長はケーブルの長さを指定します。

 伝搬速度 の読み取り専用エン ト リは光の速度の比率と して、 ケーブル

を伝播する電磁波の速度です。 ケーブル帳で設定します。

 ケーブルの温度では、 セ氏温度 または カ氏温度のいずれかでテス ト さ

れているケーブルの温度を変更できます。
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FaultMapper テスト

TDR
TDR
FaultMapper TDR タブでは、 FaultMapper テス トから検索された自動 TDR
テス ト キャプチャ結果を実行できます。 本テス トの詳細については 自動
TDR ページ 182 を参照して ください。

TDR テストにアクセスする ：

1. 銅線 メ イン メニューのテス ト グループから、 FaultMapper テス ト を選

択して ください。

2. テス ト  メニューから、 FaultMapper アイコンをタ ップし、 テス ト を開

始して ください。

3. TDR タブを選択し、 本テス ト を実行します。

4. グラフコン ト ロールを使用して、 グラフを操作します。 詳細につきま

しては、 グラフコン ト ロールページ 18 を参照して ください。
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FaultMapper テスト

概要
当ページでは、 以下のパラ メーターを選択できます。

 パラ メーターを編集 ボタンで、 テス ト値を選択できる新しいページを

開きます。 詳細につきましては、 パラ メーターを編集ページ 183 を参

照して ください。

 ケーブルを選択ボタンで、 電流 テス ト用のケーブルパラ メーターを設

定できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 ケーブルを
選択ページ 184 を参照して ください。

概要

概要 タブでは、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されま

す。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して く

ださい。
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9 マルチメーターテスト
マルチメーターテス ト機能の目的は、 交流 / 直流の電圧および電流を検出

し、 ループにおける抵抗と静電容量や回路のバランスを測定します。 本テ

ス トでは、 交差または結合されたバッテ リ電圧から主要な電気安全点検

（交流電圧） を行い、 抵抗測定で基本ループの継続性と品質を評価し、 静

電容量で総電気的長さを測定できます。

マルチメータ 2 テス トページ 167 絶縁、 ロケータートーン及びロード コイ

ルの詳細については、 を参照して ください。

マルチメーターテストにアクセスする ：

銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターをタ ップして

ください。
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マルチメーターテスト

マルチメーターのメ インページ
マルチメーターのメインページ

マルチメーター のメニューでは、 表示されたテス ト を選択し、 実行できま

す ：

 電圧

 電流

 抵抗

 静電容量 / オープン

 抵抗バランス

 バランス

テストを開始 / 停止する ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を

選択します。

2. テス ト  メニューから、 テス ト を選択し  実行してください。
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マルチメーターテスト

電圧テス ト
電圧テスト

電圧テス トのラインの中では、 交流 RMS と直流電圧を検出し、 また設定 /
アプ リ ケーシ ョ ンの設定で選択された標準に応じて、 交流 / 直流電圧と

A/B/E または T/R/G での周波数を測定できます。

スナップシ ョ ッ ト

電圧スナップシ ョ ッ トは、 各リードの組み合わせのために、 測定したボル

ト を表示します。 本ページには、 合格 / 不合格の状況のスナップシ ョ ッ ト 、

ボルトおよび各連続の交流 / 直流のペアのための周波数 （Hz） の値が表示

されます。

スナップシ ョ ッ トページにアクセスする ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を

選択します。

2. テス ト メニューから、 電圧を選択してテス ト を開始して ください。

デフォルトでは、 スナップシ ョ ッ トページが開きます。

測定されている電流グループおよび電流テス トは、 マルチメーター / 電圧

等、 ステータスバーに表示されます。
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マルチメーターテスト

電圧テス ト
当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 全てのペアでは、 測定用に全てのペアを選択できます。

注記 : 個別のワイヤペアを選択して、 特定のワイヤペアの結果を閲覧できます。

 閾値を編集ボタンで、各ペアの交流 / 直流電圧閾値を設定できる新しい

ページを開きます。

 パラ メーターを編集 ボタンで、 選択したペアの終端抵抗を設定できる

新しいページを開きます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。

 テス ト ステータスには、 測定中の電流状態やエラーメ ッセージが表示

されます。
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電圧テス ト
連続 AC
連続 AC 機能はテス トが停止されるまで、 各ペアを測定し、 リ アルタイム
で結果を表示し、 更新します。 最後の有効な結果は表示されています。 

連続 AC および 連続 DC が同期的に実行されます。

連続 AC ページにアクセスする ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を

選択します。

2. テス ト メニューから、 電圧を選択してテス ト を開始して ください。

3. 連続 AC タブをタ ップして連続 AC ページを開きます。

測定されている電流グループおよび電流テス トは、 マルチメーター / 電圧

等、 ステータスバーに表示されます。
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電圧テス ト
当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 全てのペアでは、 測定用に全てのペアを選択できます。

注記 : 個別のワイヤペアを選択して、 特定のワイヤペアの結果を閲覧できます。

 閾値を編集ボタンは、 各ペアの交流電圧閾値を設定できる新しいペー

ジを開きます。

 パラ メーターを編集 ボタンで、 選択したペアの終端抵抗を設定できる

新しいページが開きます。

 テス ト を保存ボタンで、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。

 テス ト ステータスには、 測定中の電流状態やエラーメ ッセージが表示

されます。
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電圧テス ト
連続 DC
連続 DC 機能はテス ト を停止するまで、 各ペアを測定し、 リ アルタイムで

結果の表示や、 更新を行います。 最後の有効な結果は表示されています。

連続 AC と  連続 DC が同期的に実行されます。

連続 DC ページにアクセスする ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を

選択します。

2. テス ト メニューから、 電圧を選択してテス ト を開始して ください。

3. 連続 DC タブをタ ップして連続 DC ページを開きます。

測定されている電流グループおよび電流テス トは、 マルチメーター / 電圧

等、 ステータスバーに表示されます。
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電圧テス ト
当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 全てのペアでは、 測定用に全てのペアを選択できます。

注記 : 個別のワイヤペアを選択して、 特定のワイヤペアの結果を閲覧できます。

 閾値を編集ボタンで、各ペアの交流 / 直流電圧閾値を設定できる新しい

ページを開きます。

 パラ メーターを編集 ボタンで、 選択したペアの終端抵抗を設定できる

新しいページが開きます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。

 テス ト ステータスには、 測定中の電流状態やエラーメ ッセージが表示

されます。
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電圧テス ト
閾値の設定

テス トの閾値のページでは、 各ペアの閾値電圧を設定できます。 

閾値を設定する ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を

選択します。

2. テス ト  メニューから、 電圧テス ト を選択します。

3. 連続 DC または連続 AC タブをタ ップして閾値を設定します。 

4. 閾値を編集ボタンをタ ップし、 テス ト閾値のページを開きます。

5. 必要に応じて閾値を設定してください。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 閾値 は各ペアーに対しての閾値です ：最大、 最小、 または なし。

 閾値電圧は閾値を設定します。
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マルチメーターテスト

電圧テス ト
テストパラメーターの設定 
テス トパラ メーターページでは、 マルチメーター電圧テス トパラ メータを

設定できます。

パラメーター値の設定方法 ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を

選択します。

2. テス ト  メニューから、 電圧テス ト を選択します。

3. 連続 DC または連続 AC タブをタ ップし、 パラ メーター値を設定しま

す。 

4.  パラ メーターを編集 ボタンをタ ップし、 テス トパラ メーターページを

開いてください。

5. 必要に応じてパラ メーター値を設定します。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 選択されたペアでは、 抵抗を設定するペアを選択できます。 

 終端抵抗では、 選択したペアの終端抵抗を設定できます。
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電圧テス ト
概要

概要 タブでは、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されま

す。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して く

ださい。
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電流テス ト
電流テスト

電流テス トでは、 ループ内の交流 / 直流電流と周波数を測定できます。

スナップシ ョ ッ ト

電流スナップシ ョ ッ トは、 各リードの組み合わせに対して測定された交流

/ 直流の結果を表示します。 

スナップシ ョ ッ トページにアクセスする ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を

選択します。

2. テス ト メニューから、 電圧テス ト を選択し、 テス ト を開始します。

デフォルトでは、 スナップシ ョ ッ トページが開きます。

電流グループと測定されている電流テス トはマルチメーター / 電流等、 ス

テータスバーに表示されます。
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電流テス ト
当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 全てのペアでは、 測定用に全てのペアを選択できます。

注記 : 個別のワイヤペアを選択して、 特定のワイヤペアの結果を閲覧できます。

 閾値を編集ボタンは、各ペアの交流 / 直流電流閾値を設定できる新しい

ページを開きます。

 パラ メーターを編集ボタンは、 選択したペアの終端抵抗を設定できる

新しいページを開きます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。

 テス ト ステータスには、 測定中の電流状態やエラーメ ッセージが表示

されます。
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電流テス ト
連続 AC
連続 AC 機能はテス トが停止されるまで、 各ペアを測定し、 リ アルタイム
で結果を表示し、 更新します。 最後の有効な結果は表示されています。

連続 AC と  連続 DC が同期的に実行されます。

連続 AC ページにアクセスする ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を

選択します。

2. テス ト メニューから、 電圧テス ト を選択し、 テス ト を開始します。

3. 連続 AC タブをタ ップして連続 AC ページを開きます。

電流グループと測定されている電流テス トはマルチメーター / 電流等、 ス

テータスバーに表示されます。
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電流テス ト
当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 全てのペアでは、 測定用に全てのペアを選択できます。

注記 : 個別のワイヤペアを選択して、 特定のワイヤペアの結果を閲覧できます。

 閾値を編集ボタンは、各ペアの交流 / 直流電流閾値を設定できる新しい

ページを開きます。

 パラ メーターを編集 ボタンで、 選択したペアの終端抵抗を設定できる

新しいページが開きます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。

 テス ト ステータスには、 測定中の電流状態やエラーメ ッセージが表示

されます。
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電流テス ト
連続 DC
連続 DC 機能はテス ト を停止するまで、 各ペアを測定し、 リ アルタイムで

結果の表示や、 更新を行います。 最後の有効な結果は表示されています。

連続 AC と  連続 DC が同期的に実行されます。

連続 DC ページにアクセスする ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を

選択します。

2. テス ト メニューから、 電圧テス ト を選択し、 テス ト を開始します。

3. 連続 DC タブをタ ップして連続 DC ページを開きます。

測定されている電流グループおよび電流テス トは、 マルチメーター / 電圧

等、 ステータスバーに表示されます。
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電流テス ト
当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 全てのペアでは、 測定用に全てのペアを選択できます。

注記 : 個別のワイヤペアを選択して、 特定のワイヤペアの結果を閲覧できます。

 閾値を編集ボタンは、各ペアの交流 / 直流電流閾値を設定できる新しい

ページを開きます。

 パラ メーターを編集 ボタンで、 選択したペアの終端抵抗を設定できる

新しいページが開きます。

 テス ト を保存ボタンで、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページが開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。

 テス ト ステータスには、 測定中の電流状態やエラーメ ッセージが表示

されます。
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電流テス ト
閾値の設定

テス トの閾値ページでは、 各ペアの 閾値電流を設定できます。 

閾値を設定する ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を

選択します。

2. テス ト メニューから、 電流 テス ト を選択します。 

3. 連続 DC または連続 AC タブをタ ップして閾値を設定します。 

4. 閾値を編集ボタンをタ ップし、 テス ト閾値のページを開きます。

5. 必要に応じて閾値を設定してください。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 閾値 は各ペアーに対しての閾値です ：最大、 最小、 または なし。

 閾値電流は閾値を設定します。
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電流テス ト
テストパラメーターの設定 
テス トパラ メーターページでは、 マルチメーター電流テス トパラ メータを

設定できます。

パラメーター値の設定方法 ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を

選択します。

2. テス ト メニューから、 電流 テス ト を選択します。

3. 連続 DC または連続 AC タブをタ ップし、 パラ メーター値を設定しま

す。 

4.  パラ メーターを編集 ボタンをタ ップし、 テス トパラ メーターページを

開いてください。

5. 必要に応じてパラ メーター値を設定します。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 選択されたペアでは、 抵抗を設定するペアを選択できます。 

 終端抵抗では、 選択したペアの終端抵抗を表示できます。
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電流テス ト
概要

電流測定は、 スナップシ ョ ッ ト または連続的な測定値で、 音声周波数伝送

を理解するのに役立ちます。

概要 タブには、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されま

す。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して く

ださい。
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抵抗テス ト
抵抗テスト

抵抗テス トでは、 テス ト された回線の電流抵抗値とケーブルの長さを測定

できます。

スナップシ ョ ッ ト

抵抗スナップシ ョ ッ ト  は、 各リードの組み合わせのために、 測定された電

流抵抗値およびケーブルの長さを表示します。 このページには、 選択され

た各ワイヤペアの合格 / 不合格状況、 抵抗、 および長さのスナップシ ョ ッ

トが表示されます。

スナップシ ョ ッ トページにアクセスする ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を

選択します。

2. テス ト メニューから、 抵抗テス ト を選択し、 テス ト を開始します。

デフォルトでは、 スナップシ ョ ッ トページが開きます。
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抵抗テス ト
測定されている電流グループとテス トはマルチメーター / 抵抗等、 ステー

タスバーに表示されます。

当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 全てのペアでは、 測定用に全てのペアを選択できます。

注記 : 個別のワイヤペアを選択して、 特定のワイヤペアの結果を閲覧できます。

 閾値を編集ボタンは、 各ペアの抵抗閾値を設定できる新しいページを

開きます。

 パラ メーターを編集 ボタンで、 選択したペアのケーブルパラ メーター

を設定できる新しいページが開きます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。

 テス ト ステータスには、 測定中の電流状態やエラーメ ッセージが表示

されます。
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抵抗テス ト
連続

連続機能はテス トが停止されるまで、 各ペアを測定し、 リ アルタイムで結

果を表示し、 更新します。 最後の有効な結果は表示されています。 この

ページには、 選択された各ワイヤペアの合格 / 不合格の状況、 連続抵抗と

長さの最後値が表示されます。 

連続ページにアクセスする ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を

選択します。

2. テス ト メニューから、 抵抗テス ト を選択し、 テス ト を開始します。

3. 連続タブをタ ップし、 連続ページを開きます。

測定されている電流グループおよび電流テス トは、 マルチメーター / 電圧

等、 ステータスバーに表示されます。
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抵抗テス ト
当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 全てのペアでは、 測定用に全てのペアを選択できます。

注記 : 個別のワイヤペアを選択して、 特定のワイヤペアの結果を閲覧できます。

 閾値を編集ボタンは、各ペアの交流 / 直流抵抗閾値を設定できる新しい

ページを開きます。

 パラ メーターを編集 ボタンは、 選択したペアのケーブルパラ メーター

を設定できる新しいページが開きます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。

 テス ト ステータスには、 測定中の電流状態やエラーメ ッセージが表示

されます。
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抵抗テス ト
閾値の設定

テス トの閾値ページでは、 各ペアの閾値抵抗を設定するこ とができます。 

閾値を設定する ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を

選択します。

2. テス ト メニューから、 抵抗テス ト を選択します。

3.  連続タブをタ ップし、 閾値を設定します。 

4. 閾値を編集ボタンをタ ップし、 テス ト閾値のページを開きます。

5. 必要に応じて閾値を設定してください。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 閾値 は各ペアーに対しての閾値です ：最大、 最小、 または なし。

 閾値抵抗 は閾値を設定します。

テストパラメーターの設定 
テス トパラ メーターのページでは、 マルチメーター抵抗テス トパラ メータ

を設定できます。
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抵抗テス ト
パラメーター値の設定方法 ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を

選択します。

2. テス ト メニューから、 抵抗テス ト を選択します。

3.  ? 続タブをタ ップし、 パラ メーター値を設定します。 

4.  パラ メーターを編集 ボタンをタ ップし、 テス トパラ メーターページを

開いてください。

5. 必要に応じてパラ メーター値を設定します。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 選択されたペアでは、 ケーブルパラ メータを設定するペアを選択でき

ます。 

 ケーブルタイプはテス トのために、 電流ケーブル帳から （それに関連

付けられたパラ メータ） ケーブルエン ト リ を選択できます。 テス ト を

終了する と きに、 選択が保存されません。 現在のケーブル帳のエン ト

リーはデフォルトで表示されます。

 ケーブル温度はテス ト中のケーブルセ氏温度またはカ氏温度度合いの

いずれかの温度です。
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抵抗テス ト
概要

概要 タブでは、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されま

す。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して く

ださい。
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静電容量 / オープンテスト

オープンテス トは、 ループの静電容量を測定し、 長さを計算します。 全て

のペアーが選択されたと きに、 静電容量のバランスが測定されます。

スナップシ ョ ッ ト

静電容量 / オープンスナップは、 各リードの組み合わせに、 測定された静

電容量値と長さを示しています。 このページには、 選択された各ワイヤペ

アの合格 / 不合格のステータス、 静電容量と長さの最後値を表示します。

全てのペアが選択されたと きに静電容量バランスは、 ％で示されている。

スナップシ ョ ッ トページにアクセスする ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を

選択します。

2. テス ト メニューから、 オープンテス ト を選択し、 テス ト を開始します。

デフォルトでは、 スナップシ ョ ッ トページが開きます。

電流グループと測定されている電流テス トはマルチメーター / オープンの

よ うに、 ステータスバーに表示されます。
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当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 全てのペアでは、 測定用に全てのペアを選択できます。

注記 : 個別のワイヤペアを選択して、 特定のワイヤペアの結果を閲覧できます。

 閾値を編集ボタンは、各ペアの静電容量 / オープン閾値を設定できる新

しいページを開きます。

 パラ メーターを編集 ボタンは、 選択したペアのケーブルパラ メーター

を設定できる新しいページが開きます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。

 テス ト ステータスには、 測定中の電流状態やエラーメ ッセージが表示

されます。
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連続

連続機能はテス トが停止されるまで、 各ペアを測定し、 リ アルタイムで結

果を表示し、 更新します。 最後の有効な結果は表示されています。 

連続ページにアクセスする ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を

選択します。

2. テス ト メニューから、 オープン テス ト を選択してテス ト を開始しま

す。

3. 連続タブをタ ップし、 連続ページを開きます。

電流グループと測定されている電流テス トはマルチメーター / オープンの

よ うに、 ステータスバーに表示されます。
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静電容量 / オープンテス ト
当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 全てのペアでは、 測定用に全てのペアを選択できます。

注記 : 個別のワイヤペアを選択して、 特定のワイヤペアの結果を閲覧できます。

 閾値を編集ボタンは、各ペアの静電容量 / オープン抵抗を設定できる新

しいページを開きます。

 パラ メーターを編集 ボタンで、 選択したペアのケーブルパラ メーター

を設定できる新しいページが開きます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。

 テス ト ステータスには、 測定中の電流状態やエラーメ ッセージが表示

されます。
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閾値の設定

テス トの閾値のページでは、 各ペアの閾値の静電容量 / オープンを設定で

きます。 

閾値を設定する ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を

選択します。

2. テス ト メニューから、 オープンテス ト を選択します。

3. スナップシ ョ ッ ト または 連続タブをタ ップし、 閾値を設定して くださ

い。 

4. 閾値を編集ボタンをタ ップし、 テス ト閾値のページを開きます。

5. 必要に応じて閾値を設定してください。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 閾値 は各ペアーに対しての閾値です ：最大、 最小、 または なし。

 閾値静電容量バランスは閾値を設定します。
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テストパラメーターの設定 
テス トパラ メーターページでは、 マルチメーター静電容量 / オープンテス

トパラ メーターを設定できます。

パラメーター値の設定方法 ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を

選択します。

2. テス ト メニューから、 オープンテス ト を選択します。

3. スナップシ ョ ッ ト または ? 続タブをタ ップし、 パラ メーター値を設定

します。 

4.  パラ メーターを編集 ボタンをタ ップし、 テス トパラ メーターページを

開いてください。

5. 必要に応じてパラ メーター値を設定します。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。
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当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 選択されたペアでは、 ケーブルパラ メータを設定するペアを選択でき

ます。 

 ケーブルの種類では、 テス ト を実行するため、 現在のケーブル帳から

（関係のあるパラ メータ） ケーブルエン ト リーを選択できます。 テス ト

を終了する と きに、 選択が保存されません。 現在のケーブル帳のエン

ト リーはデフォルトで表示されます。

 静電容量T-Rは10.0から 500.0 までのnF/miのリ ングに先端から、静電容

量値を表示します。

 GNDに対する静電容量T-Rは10.0から500.0までのnF/miのリ ングに先端

から、 ヒ ン トやリ ングからグランドに静電容量値を表示します。

概要

概要 タブでは、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されま

す。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して く

ださい。
154 FTB-610



マルチメーターテスト

抵抗バランステス ト
抵抗バランステスト

抵抗バランス  テス トは各導体の抵抗を測定し、 比較します。 本テス トは、

実行する前に、 遠端 （T-R-G シ ョート ） を接地するのに、 チップおよびリ

ング （TR） を短絡させなければなり ません。

スナップシ ョ ッ ト

抵抗バランスの スナップシ ョ ッ ト  は、 リ ング、 チップ、 ループ抵抗の結果

や、 Ω 及び % で、 抵抗バランス  の合格／失敗の状況を表示しています。 

スナップシ ョ ッ トページにアクセスする ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を

選択します。

2. テス ト メニューから、 抵抗バランステス ト を選択し、 テス ト を開始し

ます。

デフォルトでは、 スナップシ ョ ッ トページが開きます。

電流グループと測定されている電流テス トはマルチメーター / 抵抗バラン

スのよ うに、 ステータスバーに表示されます。
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当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 閾値を編集ボタンは、 各ペアの抵抗バランスの閾値を設定できる新し

いページを開きます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。

 テス ト ステータスには、 測定中の電流状態やエラーメ ッセージが表示

されます。
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閾値の設定

テス ト閾値のページでは、 Ωや % で、 各ペアの抵抗バランスの閾値を設定

できます。 

閾値を設定する ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 マルチメーターテス ト を

選択します。

2. テス ト メニューから、 抵抗バランステス ト を選択して ください。

3. スナップシ ョ ッ ト タブをタ ップし、 閾値を設定して ください。 

4. 閾値を編集ボタンをタ ップし、 テス ト閾値のページを開きます。

5. 必要に応じて閾値を設定してください。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 閾値 は各ペアーに対しての閾値です ：最大、 最小、 または なし。

 閾値抵抗バランスは閾値を設定します。
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概要

抵抗バランステス トは、 抵抗測定および遠端ス ト ラ ップを使用してペアの

バランスを理解するための信頼できる方法です抵抗バランスは、 定期的な

抵抗テス ト と比較して、 各伝導体 （レッグ） の抵抗素子を絶縁し、 理想的

には、 ５％以内で同じであ り、 も し、 そ うでない場合は、 ほかの金属障害

（例えば、 接地 / アース故障） はな く、 高抵抗 （HR） 障害が存在する場合

があ り ます。 さ もなければ、 HR を識別するのが非常に困難な場合があ り

ます。 Pair Detective や TDR または RFL を使用して HR を見つけます。

概要 タブには、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されま

す。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して く

ださい。
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バランステスト

VF 縦バランステス トでは、 ペアバランスがコモンモード ノ イズを軽減出来

るかど うかを確認できます。 このテス トは、 ラ インがどのく らいのノ イズ

（dB で） を軽減するこ とができるかによって測定された電気特性で T/A
レッグがどのぐらい R/B ラ ッグに似ているかの測定です。 これは、 全体的

な健康指標と回線が良好な状態であるかど うかを調べるための簡単な方法

です。 ケーブルペアの縦バランスは良くければ良いほど、 dB の読み取り

が高いです。

有効

有効機能はテス トが停止されるまで、 バランス測定を取るために、 独自の

信号を与え、 リ アルタイムで結果を表示し、 更新します。 最後の有効な結

果は表示されています。 このページには、 合格 / 不合格の状況とバランス

の値が表示されます。
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有効ページにアクセスする ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択します。

2. テス ト メニューから、 バランステス ト を選択し、 テス ト を開始します。

デフォルトでは、 アクティブページが開きます。

電流グループと測定されている電流テス トは信号 / バランスのよ うに、 ス

テータスバーに表示されます。

当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 閾値を編集 ボタンは、各ペアの VF バランス  の閾値を設定できる新しい

ページを開きます。

 テス ト ステータスには、 測定中の電流状態やエラーメ ッセージが表示

されます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。
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閾値の設定

テス トの閾値のページでは、 各ペアのバランス閾値を設定できます。

閾値を設定する ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択しま

す。

2. テス ト メニューから、 信号テス ト を選択します。

3. 有効タブをタ ップし、 閾値を設定します。 

4.  閾値を編集ボタンをタ ップし、 テス ト閾値ページを開いてください。

5. 必要に応じて閾値を設定してください。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

注記 : 閾値の設定に関するガイダンスについては、 メンテナンス技術またはマ

ネージャを参照して ください。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 閾値 は各ペアーに対しての閾値です ：最大、 最小、 または なし。

 閾値のバランスは、 バランスの閾値を設定します。
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Passive

Passive 機能はテス ト を停止するまで、 パワーインフルエンス と VF ノ イズ

の違いのよ うな Passive バランスを計算し、 リ アルタイムでその結果を表

示し、 更新します。 最後の有効な結果は表示されています。 本ページに

は、 Passive 合格 / 不合格の状況、 パワーインフルエンス、 VF ノ イズとバ

ランス値が表示されます。

Passive ページにアクセスする ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択しま

す。

2. テス ト メニューから、 バランステス ト を選択し、 テス ト を開始します。

3. Passive タブを選択します。

電流グループと測定されている電流テス トは信号 / バランスのよ うに、 ス

テータスバーに表示されます。
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当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 閾値を編集 ボタンは、 各ペアのバランス  の閾値を設定できる新しい

ページを開きます。

 パラ メーターを編集 ボタンは、 テス トパラ メーターを設定できる新し

いページを開きます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

トが保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。
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閾値の設定

テス トの閾値のページでは、 テス ト用に、 バランス閾値とパワーインフル

エンス閾値を設定できます。

閾値を設定する ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択しま

す。

2. テス ト メニューから、 信号テス ト を選択します。

3. Passive タブをタ ップし、 パラ メーター値を設定します。 

4.  閾値を編集ボタンをタ ップし、 テス ト閾値ページを開いてください。

5. 必要に応じて閾値を設定してください。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

注記 : 閾値の設定に関するガイダンスについては、 メンテナンス技術またはマ

ネージャを参照して ください。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 閾値 は各ペアーに対しての閾値です ：最大、 最小、 または なし。

 閾値バランスは、 Passive バランスの閾値を設定します。
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テストパラメーターの設定

テス トパラ メーターページでは、 テス トのパラ メーター値を表示できま

す。

パラメーター値を閲覧する ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択します。

2. テス ト メニューから、 バランステス ト を選択します。

3. Passive タブをタ ップし、 パラ メーター値を設定します。 

4. パラ メーターを編集ボタンをタ ップする と、 テス トパラ メーターペー

ジが開きます。

5. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 電力ケーブルの周波数 は、 電力ケーブルの周波数値を表示します。 .

 ノ イズフ ィルタ  には、 使用したノ イズフ ィルタの種類が表示されます。
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マルチメーターテスト

バランステス ト
概要

バランスはペアがどれぐらいのノ イズをキャンセルまたは軽減するこ とを

評価するによって、 ペア状態の最良の単一指標です。 テス トが直接に表示

するよ うに、 多くのケーブルは、 60dB のノ イズを軽減するよ うに構成さ

れています。 Passive テス トは、 パワーインフルエンス、 VF ノ イズを測定

し、 差を計算します ； 但し、 この方法は、 パワーインフルエンスが少なく

と も 60dB ある場合に適用できます。 アクティブテス トは、 それ自身の信

号やノ イズを用いるので、 いつでも実行でき、 また Passive テス トで、 パ

ワーインフルエンスが十分に存在しなかった場合も実行できます。

概要 タブには、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されま

す。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して く

ださい。
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マルチメーター 2 アイコンは絶縁、 ロケータートーン、 および負荷コイル 
テス ト を含みます。

マルチメーター 2 テストにアクセスする ：

銅線 メ イン メニューの テス ト  グループから、 マルチメーター 2 テス ト を

タ ップします。

マルチメーター 2 メインページ

マルチメーター 2 メニューでは、 表示したテス ト を選択し、 実行するこ と

ができます ：

 絶縁

 ロケータートーン

 負荷コイル

テストを開始 / 停止する ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト  グループから、 マルチメーター 2 テス ト

を選択して ください。

2. テス ト  メニューから、 テス ト を選択し  実行してください。
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絶縁テス ト
絶縁テスト

絶縁 テス トでは、 ワイヤ · ペア絶縁をテス トするため、 一定期間にわたっ

て高電圧で抵抗テス ト を実行できます。 当テス トは、 リーク  テス ト と も言

い、 高抵抗による欠陥を明確にするこ とができます。

スナップシ ョ ッ ト

絶縁 スナップシ ョ ッ ト  は、 各リードの組み合わせのための測定した絶縁の

抵抗値を示します。 本ページには、 合格 / 不合格状況、 抵抗、 および選択

した各ワイヤ · ペア ソークカウンタのスナップシ ョ ッ トが表示されます。

テス ト を実行する際、 カウンタは、 テス ト中のワイヤ · ペア （S） のために

選択された秒単位でソークタイマーをカウン ト します。

スナップシ ョ ッ トページにアクセスする ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト  グループから、 マルチメーター 2 テス ト

を選択して ください。

2. テス ト  メニューから、 絶縁テス ト を選択し、 テス ト を開始します。

デフォルトでは、 スナップシ ョ ッ トページが開きます。
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絶縁テス ト
電流グループと測定されている電流テス トは、 （例えば マルチメーター 2
絶縁） ステータスバーに表示されます。

当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 全てのペアでは、 測定用に全てのペアを選択できます。

注記 : 個別のワイヤペアを選択して、 特定のワイヤペアの結果を閲覧できます。

 閾値を編集ボタンは、 各ペア用の絶縁閾値を設定できる新しいページ

を開きます。

 パラ メーターを編集ボタンで、 選択したペアの絶縁パラ メーターを設

定できる新しいページを開きます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。

 テス ト ステータスには、 測定中の電流状態やエラーメ ッセージが表示

されます。
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絶縁テス ト
連続 
連続機能はテス トが停止されるまで、 各ペアを測定し、 リ アルタイムで結

果を表示し、 更新します。 最後の有効な結果は表示されています。

連続ページにアクセスする ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト  グループから、 マルチメーター 2 テス ト

を選択して ください。

2. テス ト  メニューから、 絶縁テス ト を選択し、 テス ト を開始します。

3. 連続タブをタ ップし、 連続ページを開きます。

電流グループと測定されている電流テス トは、 （例えば マルチメーター 2
絶縁） ステータスバーに表示されます。

当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 閾値を編集ボタンは、 各ペア用の絶縁閾値を設定できる新しいページ

を開きます。

 パラ メーターを編集ボタンで、 選択したペアの絶縁パラ メーターを設

定できる新しいページを開きます。
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絶縁テス ト
 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。

 テス ト ステータスには、 測定中の電流状態やエラーメ ッセージが表示

されます。

閾値の設定

テス トの閾値  ページでは、 各ペアの 抵抗閾値を設定できます。

閾値を設定する ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト  グループから、 マルチメーター 2 テス ト

を選択して ください。

2. テス ト  メニューから、 絶縁テス ト を選択し、 テス ト を開始します。

3. スナップシ ョ ッ ト または連続タブをタ ップし、 所望の閾値を設定して

ください。 

4. 閾値を編集ボタンをタ ップし、 テス ト閾値のページを開きます。

5. 必要に応じて閾値を設定してください。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。
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絶縁テス ト
当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 閾値 は各ペアーに対しての閾値です ：最大、 最小、 または なし。

 閾値抵抗 は閾値を設定します。

テストパラメーターの設定 
テス トパラ メーター ページでは、 マルチメータ 2 絶縁テス トパラ メータを

設定できます。

パラメーター値の設定方法 ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト  グループから、 マルチメーター 2 テス ト

を選択して ください。

2. テス ト  メニューから、 絶縁テス ト を選択して ください。

3. スナップシ ョ ッ ト または連続 タブをタ ップし、 パラ メーター値を設定

して ください。 

4.  パラ メーターを編集 ボタンをタ ップし、 テス トパラ メーターページを

開いてください。

5. 必要に応じてパラ メーター値を設定します。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。
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概要
当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 選択したペアでは、 ソークパラ メータを設定する対象のペアを選択で

きます。 

 ソーク  電圧 では、 電圧値を現在テス ト中のペアに適用するこ とができ

ます。 標準電圧レベルは 125 ですが、 HIVOLT オプシ ョ ンは最大 300v
まで使用できます。 

 最小ソーク時間は1秒から59分59秒までの時間のソーク期間を設定しま

す。

概要

通称、 漏れ試験   と呼ばれる絶縁抵抗テス トは、 非常に有用であ り、 よ り

長いループ上で抵抗を測定するため、 あるいは導体は絶縁の品質を評価す

るため、 ある期間にわたって電圧を印加します ； 経時的に測定した抵抗の

有意な低下は、 導体絶縁破壊を示しています。 但し、 経時的な電圧印加に

よ り、 小さい腐食が除去され、 抵抗測定が促進、 改善されているよ うに見

えますが、 腐食原因は残っており、 不具合が再び生じる可能性があ り ま

す。 このよ う な理由によ り、 絶縁テス ト をほかのテス トの前に行わないで

ください。 また、 必要な場合のみ、 行ってください。

概要 タブには、 実行したテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されます。

詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して くださ

い。
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ロケータートーンテス ト
ロケータートーンテスト

ロケータートーン が 信号テス ト  メニューから選択されている場合は、 交

互の 577 Hz の信号および 983 Hz の信号は、 200 ミ リ秒ごとに別々に送信

されます。 この トーンのシーケンスがテス ト を停止するまで連続して繰り

返されています。 正弦波形は、 これらの信号を生成するために使用され

る。 

トーン

トーン では、 トーンパワー 設定し、 遠端でケーブルペアを ト レースするラ

イン上のパルス トーンを生成できます。 また、 このページには、 ロケー

タートーンが送信されている経過時間 も表示されます。

トーンページにアクセスする ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 ロケータートーン テス ト を選択し、 テス ト を開

始します。

デフォルトでは、 トーン ページが開かれます。
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ロケータートーンテス ト
当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 パラ メーターを編集 ボタンは、 テス トパラ メーターを設定できる新し

いページを開きます。

 テス ト ステータスには、 測定中の電流状態やエラーメ ッセージが表示

されます。

テストパラメーターの設定 
テス トのパラ メーター ページでは、 信号ロケータートーンのテス ト · パラ

メータを設定できます。

パラメーター値の設定方法 ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 ロケータートーンテス ト を選択します。

3. パラ メーター値を設定したい時、 トーンタブをタ ップします。

4.  パラ メーターを編集 ボタンをタ ップし、 テス トパラ メーターページを

開いてください。

5. 必要に応じてパラ メーター値を設定します。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。
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ロケータートーンテス ト
当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 トーンパワー では、ロケータートーン . の低または高電力のどちらかを

選択できます。

 トーン周波数 には、 ロケータートーンの周波数が表示されます。

 終端抵抗 は 600 Ω. を使用します。

概要

ロケータートーンはトーンプローブで特定のペアを見つけるために 0 dBm
または 10 dBm での交流信号を送信します。

概要 タブには、 実行したテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されます。

詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して くださ

い。
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負荷コイルテス ト
負荷コイルテスト

負荷コイルのテス トでは、 ラ イン上の DSL 技術の使用に有害な負荷コイル

の存在を検出するこ とができます。 負荷コイルが検出される と、 タイム ·
ド メ イン · リ フレク ト メ ト リ （TDR） テス ト を使用して、 負荷コイルを見

つけ、 ケーブルから取り外します。

負荷コイル

負荷コイル機能は、 ケーブル断面の負荷コイルの存在を検出し、 それらを

数えて、 グラフ形状の周波数レスポンスを表示します。 本ページには、 テ

キス トやグラフ形式で負荷コイルの数が表示されます。

負荷コイルページにアクセスする ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 負荷コイル テス ト を選択し、 テス ト を開始しま

す。

デフォルトでは、 負荷コイル ページが開きます。

3. グラフコン ト ロールを使用して、 グラフを操作します。 詳細につきま

しては、 グラフコン ト ロールページ 18 を参照して ください。
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負荷コイルテス ト
電流グループと測定されている電流テス ト （例えば ： 信号 / 負荷コイル）

がステータスバーに表示されます。

当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 パラ メーターを編集 ボタンは、 テス トパラ メーターを設定できる新し

いページを開きます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。
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負荷コイルテス ト
テストパラメーターの設定

テス トパラ メーター ページでは、 テス ト用のパラ メーター値を設定できま

す。

パラメーター値の設定方法 ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 負荷コイルテス ト を選択して ください。

3. 負荷コイルタブをタ ップし、 パラ メーター値を設定して ください。 

4. パラ メーターを編集ボタンをタ ップする と、 テス トパラ メーターペー

ジが開きます。

5. 必要に応じてパラ メーター値を設定します。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。
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負荷コイルテス ト
当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 ケーブルの種類では、 テス ト を使用するために、 現在のケーブル帳か

らケーブルエン ト リ - （それに関連付けられたパラ メータ） を選択でき

ます。 テス ト を終了する と きに、 選択が保存されません。 現在のケー

ブル帳のエン ト リーはデフォルトで表示されます。

 ケーブル充填材 読み取り専用エン ト リはケーブルが充填されている材

料の種類です。 以下で構成されます。 エアコア、 ゼリー、 パルプ、 5 
PR、 または 2 PR。 ケーブル帳で設定します。

 伝搬速度 の読み取り専用エン ト リは光の速度の比率と して、 ケーブル

を伝播する電磁波の速度です。 ケーブル帳で設定します。

 ケーブル温度では、 セ氏温度 または カ氏温度のいずれかでテス ト用

ケーブルの温度の変更が可能です。

概要

負荷コイルは、 一般的に停止した り、 DSL サービスに深刻な影響を与える

ので、 除去しなければなり ません。 一部の特殊な負荷コイルに、 ADSL 信

号を通過させます。 負荷コイル検知器は、 素早くペア上のロードをカウン

ト します。 いくつかのケースで、 DSL スプリ ッ ターは負荷コイルと してカ

ウン ト されるこ とがあ り ます。 TDR は、 TDR 信号がブロ ッ ク されたため、

最も近い負荷コイルだけが表示されますが、 負荷コイルを検出する最も簡

単な方法です。 負荷コイルテス トは、 迅速かつ簡単です。 テス トの開始時

にそれを使用して、 不要な任意コイルをク リ アします。

概要 タブでは、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されま

す。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して く

ださい。
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TDR テス トはケーブルの障害の位置を特定するための、 大型 FTB 画面上

で役立つツールです。 TDR は、 一般的なケーブル · ペア上の全欠陥や条件

に反応し、 複合的な事象を明確にしますが、 そのうちのいくつかは許容範

囲の条件の可能性があるので、 別のテス ト を実行している時に欠陥が特定

されてから、 当テス ト を実行します。 TDR は初めに回路の長さを見つける

しよ う と してから、 重要なイベン トの最短から最長へのすべての範囲を検

索します。 完了時に、 テス トは最も近い主要イベン ト を選択し、 マッチす

る範囲を設定し、 イベン トでカーソルの位置を調整します。 TDR は、 テス

ト リードの先端限り近いイベン ト を表示できます。

グラフコン ト ロールでは、 障害を発見し、 解決できるよ うに、 反射やそれ

らの距離を見るこ とができます。 以下から選択する操作モードが 2 種類あ

り ます：自動 TDR と  手動 TDR。
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自動 TDR
自動 TDR
自動 TDR は、 自動的にケーブルの長さを決定し、 最も近い重要なイベン

ト を見つけて、 パラ メータを設定します。 最適化された TDR 設定を反映す

るよ うに、 レンジとゲインが更新されますが、 パラ メーターを編集 ボタン

を使用して、 編集するこ とができます。 自動 TDR は最も重要なイベン ト  
までの距離を表示し、 テス ト を停止するまで、 リ アルタイムで結果を更新

します。 最後の有効な結果は表示されています。

自動 TDR テストにアクセスする ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 TDR テス ト をタ ップしま

す。

2. テス ト  メニューから、 自動 TDR をタ ップし、 テス ト を開始します。

3. グラフコン ト ロールを使用して、 グラフを操作します。 詳細につきま

しては、 グラフコン ト ロールページ 18 を参照して ください。
182 FTB-610



TDR テスト

自動 TDR
当ページでは、 以下のパラ メーターを選択できます。

 パラ メーターを編集 ボタンで、 テス ト値を選択できる新しいページを

開きます。

 ケーブルを選択ボタンで、 電流 テス ト用のケーブルパラ メーターを設

定できる新しいページを開きます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。

パラメーターを編集

テス トパラ メーター ページでは、 自動 TDR テス トのために、 所定のリ ス ト

から  範囲 とゲイン値を選択できます。 パルス幅 パラ メータは自動的に更

新される編集不可能な値です。

テスト · パラメータを編集する ：

1. 自動 TDR ページから、 パラ メーターを編集 を選択し、 ページを開き

ます。

2. 必要に応じて テス トパラ メーター ページでは、 テス ト値を編集しま

す。

3. 閉じる  をタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。
銅線テスト 183



TDR テスト

自動 TDR
ケーブルを選択

ケーブルの選択 ページでは、 自動 TDR と  手動 TDR テス トの両方のケーブ

ルパラ メータを設定できます。

ケーブルの値を選択する ：

1. 自動 TDR または手動 TDR ページのいずれかから、  ケーブルを選択 ボ
タンをク ッ リ ク して、 そのページを開きます。

2. 必要に応じて ケーブルの選択 ページでは、 ケーブルパラ メータを編集

します。

3. 閉じる  をタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。
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本ページでは、 以下のパラ メーターを設定した り、 閲覧できます ：

 ケーブルの種類では、 テス ト を使用するために、 現在のケーブル帳か

らケーブルエン ト リ を選択できます。 テス ト を終了する と きに、 選択

が保存されません。 現在のケーブル帳のエン ト リーはデフォルトで表

示されます。

 ケーブル充填 の読み取り専用のエン ト リーでは、 以下のよ うなケーブ

ルが充填されている材料の種類を表示します。 エアコア、 ゼリー、 パ

ルプ、 5 PR、 または 2 PR。 ケーブル帳で設定します。

 伝搬速度 の読み取り専用エン ト リは光の速度の比率と して、 ケーブル

を伝播する電磁波の速度です。 ケーブル帳で設定します。

 ケーブル温度では、 セ氏温度 または カ氏温度のいずれかでテス ト用

ケーブルの温度の変更が可能です。
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手動 TDR
手動 TDR は、 機能と設定を自動的に行いません。 範囲とゲインのよ うな

TDR のパラ メータを完全に制御できます。 テス トでは、 TDR 測定の入力で

用いられるパラ メーターを設定できます。 テス ト を停止するまで、 リ アル
タイムで結果の更新が可能で、 また、 グラフ形式で最大 3 つのト レース、

1 つのライブと保存された 2 ト レース （最小 1） を表示できます。 最後の

有効な結果は表示されています。

手動 TDR テストの使用方法 ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 TDR テス ト をタ ップしま

す。

2. テス ト  メニューから、 手動 TDR をタ ップし、 テス ト を開始して くだ

さい。

3. グラフコン ト ロールを使用して、 グラフを操作します。 詳細はグラフ
コン ト ロールページ 18 を参照して ください。 ホールド ト レースを除

き、 以下を参照してください。
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本ページで、 以下のパラ メーターの閲覧、 設定が可能です ：

 ケーブルを選択ボタンは、 電流 テス ト用のケーブルパラ メータを設定

できる新しいページを開きます。

 ト レース設定 ボタンは、 ト レース設定のために使用される新しいペー

ジを開きます。

 ト レースをロード / 保存 ボタンは、ト レースのロードおよび保存用に使

用されます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。

 ト レース  では、 以下の ト レース制御値を示し、 対応する構成を選択で

きます ： 

 値 ： ト レース 1 （ラ イブ）

 ト レース 2 （スタテ ィ ッ ク）

 ト レース 3 （スタテ ィ ッ ク）
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 次の TDR 値のド ロ ップダウン リ ス トでは、ライブ ト レース 1 のために、

それぞれのパラ メーターを編集できます。 画面上のパラ メーターを変

更するこ とは、 測定の次のサイクルのためにライブ ト レースに適用さ

れます。 ト レース 2/3 が選択されている場合、 これらのパラ メーター

は無効になり ます。 また、 読み出し専用のものと して、 リ ス ト値が示

されます。

 範囲 :

 ゲイン

 パルス幅 

 ホールド ト レース  グラフコン ト ロールアイコンは新しいライブ ト

レース と比較するため、 画面上の現在の TDR を保持します。 保持され

ている ト レースは、 保存されていません。 ト レースを保存 を選択し

て、 後で呼び出すためにメモ リに ト レース情報を格納します。 少なく

と も一つの ト レースがホールド  と して構成されている場合 、 アイコン

のみが有効になり ますト レースの設定ページ 189。
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ト レースの設定

ト レースを設定 ボタンは、 ト レースパラ メーターを設定できる新しいペー

ジを開きます。 ト レース 2 と ト レース 3 は個別に有効 / 無効にするこ とが

できます。 ト レース 1 は、 ライブ TDR ト レースであ り、 常に有効になって

います。

注記 : 2 つの ト レースが示されている場合は、 ト レース 1 は常に有効になってい

るので、 ト レース 1 と ト レース 2 またはト レース 1 と ト レース 3 のいずれ

かで、 ト レース 2 と ト レース 3 ではあ り ません。

ト レースパラメータを設定する ：

1. マニュアル TDR ページから、 ト レースの設定 を選択して、 ページを開

きます。

2. ト レースの設定ページでは、 必要に応じてパラ メータを選択します。

3. 閉じる  をタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

 ト レース  1 ( ラ イブ ) の種類は以下のよ うに設定できます :

 ノーマル は定期的にライブ TDR ト レースを表示されます。

 差動(1-2) はノーマルTDR信号から ト レース 2 のサブ ト ラ クシ ョ ン

です。 差動ト レースはライブ ト レースです。
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 差動(1-3) はノーマルTDR信号から ト レース 3 のサブ ト ラ クシ ョ ン

です。 差動ト レースはライブ ト レースです。 

注記 : 差動と して ト レース 1 を設定するために、 少なく と も 2 つの ト レースを有

効にする必要があ り ます。

注記 : ト レース 1 は 差動 と して設定され、 ト レースは保持されていないか、

ロード されている場合、 ト レース 1 はノーマル TDR ト レースを表示しま

す。

 差動色 オプシ ョ ンは、 ト レース 2、 ト レース 3 および ト レース 1
の間で、 区別できる色パネルを開きます。 種類 は、 ト レース 1 の 
ノーマル である場合は、 その色は黒で、 色のオプシ ョ ンが無効に

なっています。

 ト レース  2/3: 有効にする と、 次のパラ メータを設定できます ：

 種類 では、 次のよ うに各ト レースを設定できます ：

ホールド  - この ト レースを使用してライブノーマルの TDR の静的

なスナップシ ョ ッ ト を表示します。 ( ト レース 1 が ノーマル また

は 差動と して設定されているかど うかにかかわらず ) 

ロード  - ファ イルからロード した ト レースを表示します。

 オフセッ ト : 各ト レースは -1.00?1.00 の範囲で、オフセッ ト設定可能

性があ り ます。 ト レース  1 ( ラ イブ ) のオフセッ トが 0.00 に固定

されています。 3 つの ト レースが有効な場合、 オフセッ ト を持つ全

ては 0.0 です。 それからすべての 3 つの ト レースが重なり ます。

 ト レースカラー オプシ ョ ンは、 3 つのすべての ト レース間で区別で

きるカラーパネルが開きます。

 迅速なロード  は、 有効にしたと きには、 TDR パラ メータを 単一のト

レース  または ト レースグループ ( 複数の ト レース ) のいずれかに変更

できます。
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ト レースをロード / 保存 
ト レースのロード / 保存 ボタンは、 単一の ト レースまたはト レースグルー

プ をロード し。 保存するパラ メータを設定できるページが開きます。

パラメータを設定するには :

1. マニュアル TDR ページから、 ト レースをロード / 保存を選択して、

ページを開いてください。

2. 保存 タブで、 必要に応じてパラ メーターを選択して ください。

3. 確認するには 保存 ボタンをク リ ッ ク し、 またはページを閉じるには 
閉じる  ボタンをク リ ッ ク して ください。

4. ロード  タブで、 必要に応じてパラ メーターを選択して ください。

5. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

 保存 タブ

 保存場所 は結果を保存する場所を選択できます ： USB または内蔵

メモ リ

 ト レース  は、 保存のために単一の TDR ト レースまたは ト レースグ

ループを一覧表示します。

 ファ イル名には自動的に設定されているファ イル名が表示された

り、 新しいものを入力できます。
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  保存ボタンは選択した内容を確認します。

 ロード  タブ

 保存場所は、 ロード先を表示しています。

FTB-1 内蔵メモ リ

USB デバイスの名前 （接続されている場合）

 ト レース  は、 読み込むために個々の ト レースまたは ト レースグ

ループ を一覧表示します。

 ロード  ボタンは選択した ト レースをロード します。

 ロード した ト レース  2/3/ グループ は、 ロード した ト レースのファ

イル名を表示します。

概要

概要 タブには、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） 及び識別情報が

表示されます。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を

参照して ください。
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抵抗障害ロケータ （RFL） のテス トでは、 シ ョーツ、 敷地とバッテ リーク

ロスのよ う な抵抗障害を検出する強力な手段です。 RFL テス ト を実行する

前に、 ケーブルの他の端にス ト ラ ップを取り付けます。 発振器 / トナーを

遠端ス ト ラ ップと して使用するこ とは推奨されていません。 それはエラー

を誘導する可能性があ り ます。

RFL-2 ワイヤー

　RFL-2 ワイヤーテス トは、 先端から敷地までの障害、 また リ ングから敷

地までの障害を見つけるこ とができます。 デフォルトでは、 ユニッ トが

ケーブルがリ ングに接続されているこ とを前提と しています。 フォルト ま

での距離がス ト ラ ップよ り も大きい場合、 テスターは内部で自動的にリー

ドを逆転させ、 この結果を反映するために、 ダイアグラムを変更します。

接続図では、 ユニッ トにケーブルを接続する方法について説明します。 緑

色のリード線は基準と して使用されます。

注記 : 結果は別々の良い一組設定よ り正確ではあ り ません。
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RFL-2 ワイヤーテストにアクセスするには、 次のようにします ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 RFL テス ト を選択します。

2. テス ト メニューから、 RFL テス ト を選択します。

デフォルトでは、 RFL-2 ワイヤーページが開きます。

3. スタート  ボタンをタ ップし、 テス ト を開始します。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 ケーブルを選択 ボタンは、 電流テス ト用のケーブルパラ メーターを設

定できる新しいページが開きます。 詳細につきましては、 ケーブルパ
ラ メータの設定ページ 199 を参照して ください。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。
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 このページには、 単一ペアの RFL テス ト結果が表示されます。 ケーブ

ルの状態に基づいて、 対応する値は特定の位置にダイアグラムに追加

されます。 テス ト結果の単位は、 設定 / アプ リ ケーシ ョ ンの設定 での

標準 に依存しています。

 ス ト ラ ップまでの距離 (DTS)。

 ス ト ラ ップへの抵抗 （RTS）。

 フォルトからス ト ラ ップまでの距離 (DFTS)。

 フォルトからス ト ラ ップまでの抵抗 (RFTS)。

 フォルトへの抵抗 （RTF）。

 フォルト までの距離 (DTF)。

 フォルトの発生したケーブル （FC）。

 フォルト （Rf） の抵抗は、 障害だけのオームです。

 フォルト （Vf） の電圧。

も しテス トは測定されたループの抵抗が >10 K オームので、 ス ト ラ ッ

プを検出できないという メ ッセージを表示する場合、 その意味は以下

の通りです ：

 接続されているス ト ラ ップはあ り ません。

 そこにス ト ラ ップがあ り ますが、 ケーブルはあま りに長くて、

ループ抵抗 >10 K オームを持っています。

 ス ト ラ ップがあ り ますが、 高抵抗による欠陥があるか、 または、

ケーブルが開いています。

 接続 （リードやス ト ラ ップ） は、 不完全の場合があ り ます。

抵抗テス トは、 この問題を ト ラブルシューティングするために使用で

きます。

 フォルト ステータス 　は RFL テス トの状況を表示します。

 テス ト ステータスには、 測定中の電流状態やエラーメ ッセージが表示

されます。
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RFL-4 ワイヤー

RFL-4 ワイヤー テス トでは、 個別の優れたケーブルペアを使って、 欠陥の

あるケーブルペアの短絡、 接地、 バッテ リ ク ロスの距離を測定できます。

優れたペアの両方導体に障害が発生したワイヤーからス ト ラ ップを接続し

ます。

接続図では、 ユニッ トにケーブルを接続する方法について説明します。

注記 : 4 ワイヤーの設定が障害が発生した線を リ ング （赤い） ジャ ッキだけに接

続するこ とを要求するので、 結果はよ り正確ですが、 2 ワイヤーの設定よ

り寛大であ り ません。 

RFL-4 ワイヤーテストにアクセスする ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 RFL テス ト を選択します。

2. テス ト メニューから、 RFL テス ト を選択し、 テス ト を開始します。

3. RFL-4 ワイヤータブをタ ップし、 RFL-4 ワイヤーページを開きます。
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当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 ケーブルを選択 ボタンで、 電流テス ト用のケーブルパラ メータを設定

できる新しいページが開きます。 詳細につきましては、 ケーブルパラ
メータの設定ページ 199 を参照して ください。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。

 このページには、 別々の優れたペアの RFL テス ト結果が表示されます。

ケーブルの状態に基づいて、 対応する値は特定の位置にダイアグラム

に追加されます。 テス ト結果の単位は、 設定 / アプ リ ケーシ ョ ンの設

定 での標準 に依存しています。

 ス ト ラ ップまでの距離 (DTS)。

 ス ト ラ ップへの抵抗 （RTS）。

 フォルトからス ト ラ ップまでの距離 (DFTS)。

 フォルトからス ト ラ ップまでの抵抗 (RFTS)。

 フォルトへの抵抗 （RTF）。

 フォルト までの距離 (DTF)。

 フォルトの発生したケーブル （FC）。

 フォルト （Rf） の抵抗は、 障害だけのオームです。

 フォルト （Vf） の電圧。

も しテス トは測定されたループの抵抗が >10 K オームので、 ス ト ラ ッ

プを検出できないという メ ッセージを表示する場合、 その意味は以下

の通りです ：
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 接続されているス ト ラ ップはあ り ません。

 そこにス ト ラ ップがあ り ますが、 ケーブルはあま りに長くて、

ループ抵抗 >10 K オームを持っています。

 ス ト ラ ップがあ り ますが、 高抵抗による欠陥があるか、 または、

ケーブルが開いています。

 接続 （リードやス ト ラ ップ） は、 不完全の場合があ り ます。

抵抗テス トは、 この問題を ト ラブルシューティングするために使用で

きます。

 フォルト ステータス 　は RFL テス トのステータスを表示します。

 テス ト ステータスには、 測定中の電流状態やエラーメ ッセージが表示

されます。
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ケーブルパラメータの設定

ケーブルの設定ページでは、 RFL テス ト用のケーブルパラ メータを設定で

きます。 設定は単一ペアと個別の優れたペアテス トの両方で共有されま

す。 一つのテス トのケーブル設定で実行した変更は、 他にも反映されま

す。

ケーブル値を設定する ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 RFL テス ト を選択します。

2. テス ト メニューから、 RFL テス ト を選択します。

3. RFL-4 ワイヤータブをタ ップし、 RFL-4 ワイヤーページを開きます。

4.  ケーブルを選択 ボタンをタ ップし、 ケーブルの選択 ページを開きま

す。

5. 必要に応じてケーブル値を編集します。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。
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当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 ケーブルセクシ ョ ンの番号は、最大 5 まで、連続したケーブルセクシ ョ

ンの数を設定できます。 不明な場合は、 1 に番号を設定してください。

 ケーブルの種類では、 テス ト を使用するために、 現在のケーブル帳か

らケーブルエン ト リ を選択できます。 テス ト を終了する と きに、 選択

が保存されません。 現在のケーブル帳のエン ト リーはデフォルトで表

示されます。

 抵抗 は、 各々のセクシ ョ ンでケーブルの抵抗定数のために、 値を指定

します。

 セクシ ョ ン長は、 各セクシ ョ ンのケーブル長を指定できます。 ケーブ

ルの長さが不明な場合は、 0 を指定し、 また RFL テス トで長さを測定

します。 

 負荷コイルは、 負荷コイルの存在の探知を ［はい］ か ［いいえ］ に設

定できます。

 ケーブル温度では、 セ氏温度 または カ氏温度のいずれかでテス ト用

ケーブルの温度の変更が可能です。
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概要

RFL （抵抗欠陥位置） テス ト （「ス ト ラ ップの欠陥」 と も呼ぶ） は、 ケーブ

ルフォルト を見つける最も正確な方法です。 FTB は一般的な欠陥位置のた

めに、 2 ワイヤー （単一のペア） と 4 ワイヤー （第二の優れたペア） 方法

の両方を提供します。 グラフ ィカルは図や結果の速度解釈をフッ クアップ

し、 よ り精度のために、 テス ト されているケーブルとテス トに対し、 調整

可能なパラ メータを提供します。 RFL は、 テス トセッ ト 、 欠陥、 ス ト ラ ッ

プに対して、 導体の各セクシ ョ ンの抵抗値を求めるため、 ス ト ラ ップ終端

で、 欠陥のある、 リ ファレンス導体で一連の抵抗測定を行います （但し、

雑音発生器またはトナーは、 ノ イズやエラーを放出するので、 テス トの正

確性に信用がない恐れがあ り、 ス ト ラ ップの遠端で超低抵抗の場所で行わ

ないでください）。

1 つペアの両導体の欠陥を検出しよ う とする場合 （本テス トの可用性を

EXFO で確認してください）、 「K- テス ト (Keupfmueller test) 」 と呼ばれる

別の方法が必要とな り ます。 精度と RFL テス トの敏感な性質のため、 テス

ト されるケーブルのペアを開き （接続を外す）、 またバッテ リーを取り出

さなければなり ません。 その方法を、 ラ イブケーブルを  2- ワイヤ法のリ

ファレンス と して、 接地 / アースで用いるこ とができますが、 接地 / アー

スもまた、 正確性に影響を及ぼす重大なノ イズを放出する恐れがあ り ま

す。 

概要 タブでは、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されま

す。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して く

ださい。
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13 信号テスト
信号テス トの目的は、 VF （音声周波数） 及び WB （広帯域） レベルの測定

を行い、 伝送中の信号減衰を計算するこ とです。 

信号のテストにアクセスする ：

銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択します。

信号メインページ

信号 メニューでは、 表示されたテス ト を選択し、 実行できます ：

 WB バランス

 WB 減衰

 TX/RX トーン

テストを開始 / 停止する ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 テス ト を選択し  実行してください。
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WB バランステスト

広帯域バランス  テス トは、 ツイス トペアのバランス比が地面にコモンモー

ド電圧の影響を低減するために該当する規格に準拠しているこ とを確認し

ます。 ケーブルペアのバランスがよいほど、 dB の読み取りが高くな り ま

す。 VF バランス とは違って WB バランスは、 DSL に使用するよ り高い周

波数でのバランスの理解を得るために、 多くの周波数にわたってバランス

を測定します。 しがし、 広帯域範囲にわたって単一の閾値は、 テス ト中の

おおよその目安となるよ うに周波数が高くなる と、 バランスが低減されま

す。 広い周波数帯域にわたって大幅に減少が低いよ り も高い周波数に影響

するケーブル障害に影響を与えるサービスを示す可能性があ り ます。
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WB バランス

バランス  ページでは、 WB バランス  テス ト用のパラ メータを設定し、 結果

を表示できます。 当ページには、 マージナル と良い バランス結果のグラフ

および 状況 （合格 / 不合格） も表示されます。

WB バランスのページにアクセスする ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 WB バランステス ト を選択し、 テス ト を開始し

ます。

デフォルトでは、 WB バランス  ページが開きます。

3. グラフコン ト ロールを使用して、 グラフを操作します。 詳細につきま

しては、 グラフコン ト ロールページ 18 を参照して ください。

電流グループと電流テス ト （例 ： 信号 /WB バランス） が ステータスバー

に表示されます。
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当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 パラ メーターを編集 ボタンは、 テス トパラ メーターを設定できる新し

いページを開きます。

 閾値を編集ボタンは、 閾値パラ メーターを設定できる新しいページが

開きます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。
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テストパラメーターの設定

テス トパラ メーター ページでは、 テス ト用のパラ メーター値を設定できま

す。

パラメーター値の設定方法 ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 WB バランステス ト を選択して ください。

3. WB バランス  タブをタ ップし、 パラ メーター値を設定して ください。 

4. パラ メーターを編集ボタンをタ ップする と、 テス トパラ メーターペー

ジが開きます。

5. 必要に応じてパラ メーター値を設定します。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 帯域幅は、 テス トのための周波数範囲を設定します。

 終端抵抗 はラインに接続されたテス ト界面の抵抗を定義しています。
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閾値の設定

テス ト閾値 ページでは、 ADSL /2+ および VDSL2-12 の両方のための  良い

/ マージナルバランスの 閾値を設定できます。

閾値を設定する ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 WB バランステス ト を選択して ください。

3.  WB バランスタブをタ ップし、 所望の閾値を設定してください。 

4.  閾値を編集ボタンをタ ップし、 テス ト閾値ページを開いてください。

5. 必要に応じて閾値を設定してください。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 閾値 は各ペアーに対しての閾値です ：最大、 最小、 または なし。

 マージナルバランスはバランス閾値を設定します。
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概要

VF と WB バランスは、 偉大な品質指標であ り、 1 つの導体はペアが、 どの

位、 パワーインフルエンスやノ イズを軽減するこ とができるかに基づい

て、 一つの導体が、 どのく らいも う片方の導体のよ うなものなのかを、 単

独で最善に表示します。

概要 タブには、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されま

す。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して く

ださい。
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WB 減衰テスト

WB 減衰テス トは、 ユーザー指定の帯域幅にわたって、 シングルエンドの

減衰を計算します。 

WB 減衰

WB 減衰ページでは、 減衰テス ト用のパラ メータを設定し、 結果を表示で

きます。 当ページには、 マージナル と良い バランス結果のグラフおよび 状
況 （合格 / 不合格） も表示されます。

WB 減衰のページにアクセスする ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 WB 減衰テス ト を選択し、 テス ト を開始します。

デフォルトでは、 WB 減衰 ページが開きます。

3. グラフコン ト ロールを使用して、 グラフを操作します。 詳細につきま

しては、 グラフコン ト ロールページ 18 を参照して ください。

電流グループと電流テス ト （例 ： 信号 /WB 減衰） が ステータスバーに表

示されます。
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当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 パラ メーターを編集 ボタンは、 テス トパラ メーターを設定できる新し

いページを開きます。

 閾値を編集ボタンは、 閾値パラ メータを設定できる新しいページが開

きます。

 ケーブルを選択ボタンは、 電流テス ト用のケーブルパラ メーターを設

定できる新しいページを開きます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。
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テストパラメーターの設定

テス トパラ メーター ページでは、 テス ト用のパラ メーター値を設定できま

す。

パラメーター値の設定方法 ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 WB 減衰テス ト を選択します。

3. パラ メーターを編集ボタンをタ ップする と、 テス トパラ メーターペー

ジが開きます。

4. 必要に応じて帯域幅を設定してください。

5. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます。

帯域幅は、 テス トのための周波数範囲を設定します。
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閾値の設定

テス トの閾値 ページでは、 テス ト用の WB 減衰閾値を設定できます。

閾値を設定する ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 WB 減衰テス ト を選択します。

3.  閾値を編集ボタンをタ ップし、 テス ト閾値ページを開いてください。

4. 必要に応じて閾値を設定してください。

5. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 閾値 は各ペアーに対しての閾値です ：最大、 最小、 または なし。

 減衰は閾値を設定します。
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ケーブルパラメーターの設定

ケーブルの選択 ページでは、 減衰テス ト用のケーブルパラ メーターを設定

できます。

ケーブルの設定値を設定する ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 WB 減衰テス ト を選択します。

3. ケーブルの選択ボタンをタ ップし、 ケーブルを選択ページを開きます。

4. 必要に応じてケーブル パラ メーターを編集します。

5. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。
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本ページでは、 以下のパラ メーターを設定した り、 閲覧できます ：

 ケーブルの種類では、 テス ト を使用するために、 現在のケーブル帳か

らケーブルエン ト リ を選択できます。 テス ト を終了する と きに、 選択

が保存されません。 現在のケーブル帳のエン ト リーはデフォルトで表

示されます。

 ケーブル充填材の読み取り専用のエン ト リーは、 以下のよ うなケーブ

ルが充填されている材料の種類です。 エアコア、 ゼリー、 パルプ、 5 
PR、 または 2 PR。 ケーブル帳で設定します。

 静電容量 T-R は単位長さ当たりの容量値を指定します。

 T/R から GND までの静電容量 は、 接地までの一定長さあた りの静電容

量値を指定します。

 抵抗はケーブルの抵抗定数の値を指定します。

 減衰 @300 kHz は、 信号強度の軽減またはケーブルの挿入損失の値を

指定します。

 伝搬速度 の読み取り専用エン ト リは光の速度の比率と して、 ケーブル

を伝播する電磁波の速度です。 ケーブル帳で設定します。

 ケーブル温度では、 セ氏温度 または カ氏温度のいずれかでテス ト用

ケーブルの温度の変更が可能です。

概要

概要 タブでは、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されま

す。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して く

ださい。
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TX/RX トーンテスト

TX/RX トーン テス トの目的は トーンを送受信するために、 VF （音声周波

数） と WB （広帯域） 周波数とレベルの測定を行う こ とです。

トーンを送信

トーンの送信では、 送信されたレベルと周波数トーンの量を測定できま

す。 

トーンの送信のページにアクセスする ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 TX/RX トーンテス ト を選択し、 テス ト を開始し

ます。

デフォルトでは、 トーンを送信 ページが開きます。

測定されている電流グループと電流テス ト （例 ： 信号 TX/RX トーン） は、

ステータスバーに表示されます。
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TX/RX トーンテス ト
注記 : 対応する上下の矢印キーを使用して、 VF レベル と VF 頻度 の値を増減で

きます。

当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 パラ メーターを編集 ボタンは、 テス トパラ メーターを設定できる新し

いページを開きます。

 テス ト ステータスには、 測定中の電流状態やエラーメ ッセージが表示

されます。
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テストパラメーターの設定

テス トパラ メーター ページでは、 テス ト用のパラ メーター値を設定できま

す。

パラメーター値の設定方法 ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 TX/RX トーンテス ト を選択します。

3. パラ メーター値を設定したい時、 送信トーンタブをタ ップします。 

4. パラ メーターを編集ボタンをタ ップする と、 テス トパラ メーターペー

ジが開きます。

5. 必要に応じてパラ メーター値を設定します。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。
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当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 トーンを送信では、 トーンを送信するための広帯域周波数または音声

周波数を選択できます。

 レベル では、 トーンを送信するレベルを設定できます。

 レベルのステップ では、 トーンを送信するレベルステップを設定でき

ます。 

 周波数 では、 トーンを送信する周波数を設定できます。 

 周波数ステップでは 、 トーンを送信する周波数ステップを設定できま

す。 

 終端抵抗 には、 終端抵抗が表示されます。

注記 : レベルや周波数を選択して FTB 1 キーパッ ドの矢印を上下に押して、 レベ

ルまたは頻度の値が増加または減少させるこ とができます。 
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信号テスト

TX/RX トーンテス ト
トーンを受信

トーンの受信では、 受信されたレベルと周波数トーンの量を測定できま

す。 

トーンの受信のページにアクセスする ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 TX/RX トーンテス ト を選択し、 テス ト を開始し

ます。

3. トーンを受信タブを選択します。

測定されている電流グループと電流テス ト （例 ： 信号 TX/RX トーン） は、

ステータスバーに表示されます。
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信号テスト

TX/RX トーンテス ト
当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 パラ メーターを編集 ボタンは、 テス トパラ メーターを設定できる新し

いページを開きます。

 テス ト ステータスには、 測定中の電流状態やエラーメ ッセージが表示

されます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。
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信号テスト

TX/RX トーンテス ト
テストパラメーターの設定

テス トパラ メーター ページでは、 テス ト用のパラ メーター値を設定できま

す。

パラメーター値の設定方法 ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 信号テス ト を選択しま

す。

2. テス ト メニューから、 バランステス ト を選択します。

3. パラ メーター値を設定したい時、 トーンを受信タブをタ ップします。

4. パラ メーターを編集ボタンをタ ップする と、 テス トパラ メーターペー

ジが開きます。

5. 必要に応じてパラ メーター値を設定します。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 トーンを受信では、 トーンを受信するための広帯域周波数または音声

周波数を選択できます。

 終端抵抗 には終端抵抗が表示されます。
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信号テスト

TX/RX トーンテス ト
概要

概要 タブでは、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されま

す。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して く

ださい。
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14 ノイズテスト
ノ イズテス トの目的は、 VF （音声周波数） ノ イズ、 WB （広帯域） ノ イズ、

インパルス、 及びレベル測定を実行するこ とです。

ノイズテストにアクセスする ：

銅線メ イン メニューの テス ト グループから、  ノ イズテス ト を選択します。

ノイズのメインページ

ノ イズ メニューでは、 提示しているテス ト を選択し、 実行できます ：

 VF ノ イズ

 パワーインフルエンス

 VF インパルス ノ イズ

 WB PSD ノ イズ

 WB インパルス ノ イズ

テストを開始 / 停止する ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、  ノ イズテス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 テス ト を選択し  実行してください。
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VF ノ イズテス ト
VF ノイズテスト

VF ノ イズテス トでは、 C- メ ッセージフ ィルタの中で、 POTS 音声通信に影

響を与える可能性のある不必要な VF バンド ノ イズの量を測定できます。 

連続

連続機能は、 テス ト を停止するまで、 リ アルタイムで結果を表示し、 更新

します。 最後の有効な結果は表示されています。 本ページには、 合格 / 不
合格の状況及び VF ノ イズの値 が表示されます。

連続ページにアクセスする ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、  ノ イズテス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、  VF ノ イズ テス ト を選択し、 テス ト を開始しま

す。

デフォルトでは、 連続ページが開きます。

電流グループと測定されている電流テス ト （例えば ノ イズ /VF ノ イズ） は

ステータスバーに表示されています。
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ノ イズテスト

VF ノ イズテス ト
当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 閾値を編集ボタンは、 VF ノ イズの閾値を設定できる新しいページを開

きます。

 パラ メーターを編集ボタンで、 VF ノ イズのパラ メーターを設定できる

新しいページが開きます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

トが保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。

 テス ト ステータスには、 測定中の電流状態やエラーメ ッセージが表示

されます。
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ノイズテスト

VF ノ イズテス ト
閾値の設定

閾値テス ト  ページでは、 テス ト用の VF ノ イズ閾値を設定できます。

閾値を設定する ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、  ノ イズテス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 VF ノ イズ テス ト を選択します。

3.  連続タブをタ ップします。

4. 閾値を編集ボタンをタ ップし、 テス ト閾値のページを開きます。

5. 必要に応じて閾値を設定してください。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 閾値 は各ペアーに対しての閾値です ：最大、 最小、 または なし。

 閾値のノ イズ は閾値を設定します。
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ノ イズテスト

VF ノ イズテス ト
テストパラメーターの設定

テス トパラ メータ  ページでは、 VF ノ イズテス トパラ メータを設定できま

す。 

パラメーター値の設定方法 ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、  ノ イズテス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 VF ノ イズ テス ト を選択します。

3.  連続タブをタ ップします。 

4.  パラ メーターを編集 ボタンをタ ップし、 テス トパラ メーターページを

開いてください。

5. 必要に応じてパラ メーター値を設定します。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 VF ノ イズフ ィルターでは、 ITU または ANSI 標準 モードに依存して、

使用されている音声周波数ノ イズフ ィルタを定義できます。

 終端抵抗は 600 Ω読み取り専用の値です。
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ノイズテスト

パワーインフルエンステス ト
概要

VF ノ イズテス トは、 回線での音声帯域ノ イズのレベルの迅速かつ簡単な指

示を提供します。 概して、 20 DBRNc を超える値は、、 点検に影響し、 お客

様に聞かせるこ と もできます。 高い外部ソースまたはパワーインフルエン

スは元々良いペアーにあま りにも多くのノ イズが発生させるこ とがあ り ま

すが、 金属の障害と悪い VF バランスは VF ノ イズを発生する一般的な原因

です。

概要 タブには、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されま

す。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して く

ださい。

パワーインフルエンステスト

パワーインフルエンステス トは、 ノ イズの多い回線のト ラブルシューティ

ングに役立つこ とができる最大 20kHz までの第三ト リプレッ ト電源高調波

のグラフ ィカル表示を含むよ うに、 テス ト中の電源回路の 50 Hz または 60 
Hz の電源 （交流電源） からの干渉の影響を見るこ とができます。 パワーイ

ンフルエンステス トの結果はよ くグラフ形式で表示されます。

パワーインフルエンス

パワーインフルエンス機能はあなたがテス ト を停止するまで、 リ アルタイ
ムで結果を表示し、 更新します。 最後の有効な結果は表示されています。

本ページには、 パワーインフルエンス測定の値とグラフや 合格 / 不合格の

状況が表示されます。
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ノ イズテスト

パワーインフルエンステス ト
パワーインフルエンスのページにアクセスする ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 ノ イズテス ト をタ ップし

ます。

2. テス ト  メニューから、  パワーインフルエンスアイコンをタ ップし、 テ

ス ト を開始します。

デフォルトでは、 パワーインフルエンスのページが開かれます。

3. グラフコン ト ロールを使用して、 グラフを操作します。 詳細につきま

しては、 グラフコン ト ロールページ 18 を参照して ください。

電流グループと測定されている電流テス ト （例えば ノ イズ / パワーインフ

ルエンス） はステータスバーに表示されています。

当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 パラ メーターを編集 は、 パワーインフルエンス  パラ メーターが表示で

きる新しいページを開きます。

 閾値を編集ボタンで、 パワーインフルエンスの閾値を設定できる新し

いページが開きます。

 テス ト を保存 ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

ト を保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。
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ノイズテスト

パワーインフルエンステス ト
閾値の設定

テス ト閾値 ページでは、 テス ト用のパワーインフルエンスの閾値を設定で

きます。

閾値を設定する ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、  ノ イズテス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 パワーインフルエンス  テス ト を選択します。

3. 閾値を編集ボタンをタ ップし、 テス ト閾値のページを開きます。

4. 必要に応じて閾値を設定してください。

5. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 閾値 は各ペアーに対しての閾値です ：最大、 最小、 または なし。

 閾値パワーインフルエンスは閾値設定します。
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ノ イズテスト

パワーインフルエンステス ト
テストパラメータ

テス トパラ メーター ページでは、 ITU または ANSI のアプリ ケーシ ョ ン設

定に基づいて固定されているパワーインフルエンステス トパラ メータを表

示できます。 

パラメーター値を閲覧する ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、  ノ イズテス ト を選択しま

す。

2. テス ト メニューから、 パワーインフルエンステス ト を選択します。

3.  パラ メーターを編集 ボタンをタ ップし、 テス トパラ メーターページを

開いてください。

4. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 VF ノ イズフ ィルターは、 ITU または ANSI 標準 モードに依存して、 使

用されている音声周波数ノ イズフ ィルタです。

 電源周波数は 設定 / アプリ ケーシ ョ ン設定 / 標準で選択した周波数に基

づいて、 50 または 60 Hz での値です。 
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ノイズテスト

パワーインフルエンステス ト
概要

パワーインフルエンスは電線の音声回線への影響のレベルを測定する、 古

典的かつ常用的な測定法です。 影響レベルは主と して、 電線が、 どのく ら

いの期間、 電話線と平行して実行するかに影響を受け、 また、 電線と電話

回線の間の距離やペア / ケーブルのバランスににも影響を受けます。 高調

波の存在は、 配電プラン トで電力会社にしか解決られないいくつかの問題

や障害を示すこ とができます。 DSL よ り高速なサービスの展開で、 パワー

分布のアッパー高調波がよ り懸念され、 よ く DSL 周波数に進入する と と も

に、 375KHz にも達するこ とができます。 バランスが良く、 よ く維持して

いるシース / シールド （ボンドや根拠） はケーブル · ペアへのパワーイン

フルエンスを最小限に抑える重要な要素です。

概要 タブには、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されま

す。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して く

ださい。
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ノ イズテスト

VF インパルス ノ イズテス ト
VF インパルスノイズテスト

VF インパルス ノ イズテス トは、 測定される回路上の音声周波数インパルス

ノ イズの発生をカウン ト します。

VF インパルス

VF インパルス  機能はリ アルタイムでテス ト期間 における設定された時間

の長さで、 も しテス トが停止されたら、 もっと短い間に、 結果を表示し、

更新します。 最後の有効な結果は表示されています。

VF インパルスのページにアクセスする ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、  ノ イズテス ト を選択しま

す。

2. テス ト を開始するために、 テス ト  メニューから、 VF インパルス ノ イズ 
テス ト を選択し、 テス ト を開始します。

デフォルトでは VF インパルスのページが開きます。

今測定されているグループとテス ト （例えば ノ イズ / VF インパルス ノ イ

ズ） はステータスバーに表示されています。
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ノイズテスト

VF インパルス ノ イズテス ト
当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 パラ メータを編集 ボタンは、 VF インパルス  パラ メータの設定できる新

しいページを開きます。

 閾値を編集 ボタンは、VF インパルス  閾値の設定できる新しいページを

開きます。

 テス トの保存ボタン は、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

トが保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。

テストパラメーターの設定

テス トパラ メーター ページでは、 VF インパルス  テス トパラ メーターを設

定できます。 

パラメーター値を設定する ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 ノ イズ テス ト をタ ップ

します。

2. テス ト  メニューから、 VF インパルス ノ イズ テス ト をタ ップします。

3.  パラ メーターを編集 ボタンをタ ップし、 テス トパラ メーターページを

開いてください。

4. 必要に応じてパラ メーター値を設定します。

5. 閉じる  をタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。
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VF インパルス ノ イズテス ト
当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 VF ノ イズフ ィルターでは、 ITU または ANSI 標準 モードに依存して、

使用されている音声周波数ノ イズフ ィルタを定義できます。

 テス ト期間 は、 値のリ ス トからテス トの実行する時間の長さを設定で

きます。

 終端抵抗 は 600 Ω や 橋絡 (100 kΩ) を選択するこ とで、 回線に接続し

たダ ミーロードの抵抗を定義できます。
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ノイズテスト

VF インパルス ノ イズテス ト
閾値の設定

テス ト閾値 ページでは、 テス ト用の VF インパルス ノ イズ閾値を設定でき

ます。

閾値を設定する ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、  ノ イズテス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 VF インパルス ノ イズ テス ト を選択します。

3.  VF インパルス  のタブをタ ップします。

4. 閾値を編集ボタンをタ ップし、 テス ト閾値のページを開きます。

5. 必要に応じて閾値を設定してください。

6. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。
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ノ イズテスト

VF インパルス ノ イズテス ト
当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 閾値 は各ペアーに対しての閾値です ：最大、 最小、 または なし。

 ミ ッ ドカウンタ閾値では、 このカウンタの閾値を設定できます。

 低いカウンターのパワー検波レベル は、 インパルス ノ イズテス トのた

めに、 閾値を定義しています。

 電力分離 は低 ,、中と  高 の閾値のレベル差を定義します。1 から 6 dB の

間に値を指定します。

概要

回線に影響を与えるインパルス率を速く理解するために、 VF インパルス ノ

イズは音声帯域内の閾値カウンタを超える短時間のインパルス ノ イズスパ

イ クの数をカウン ト して比較します。 

サービスに影響を与えられる他の反復的な電気インパルス ノ イズ （REIN）

の兆候を探すために、 VF 雑音と WB ノ イズテス ト を実行します。 他の外

部ノ イズ源と同様に、 最高の防御策は、 バランスの取れたペアと良好な結

合および接地しているケーブルシース / シールドです。

概要 タブでは、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されま

す。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して く

ださい。
銅線テスト 239



ノイズテスト

WB PSD ノ イズテス ト
WB PSD ノイズテスト

広帯域 PSD （パワースペク トル密度） ノ イズテス トはテス ト中のケーブル

· ペア上に結合している XTALK、 ノ イズ妨害、 インパルス ノ イズ、 EMI、 お

よび他の供給源 （例えば、 北米 AM ラジオ） の存在指標を提供するために、

広い周波数帯域にわたる ノ イズパワーを測定します。 特定の周波数の頻度

とパワーレベルを閲覧するのに、 他のピークにカーソルを移動できます

が、 テス トは自動的に HDSL や ISDN などのいくつかの典型的なクロス

トーク （XTALK） を識別します。 テス ト用ケーブルで別の信号の存在を特

定するためにノ イズグラフ上に重ね合わせた、 ISDN などの典型的な回路の

電力分布を表す線、 マスクを閲覧できます。
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ノ イズテスト

WB PSD ノ イズテス ト
WB PSD

PSD ページでは、 広帯域の PSD ノ イズテス トにパラ メータを設定し、 結

果を表示できます。

WB PSD ページにアクセスする ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、 ノ イズテス ト を選択しま

す。

2. テス ト  メニューから、 WB PSD ノ イズテス ト を選択し、 テス ト を開始

します。

デフォルトでは、 WB PSD ページが開きます。

3. グラフコン ト ロールを使用して、 グラフを操作します。 詳細は、 グラ
フコン ト ロールページ 18 を参照して ください。 マスクを除き、 下記

を参照して ください。

当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 パラ メーターを編集 ボタンは、 WB PSD のパラ メータを設定できる新

しいページを開きます。

 閾値を編集 ボタンは、 WB PSD の閾値を設定できる新しいページを開

きます。
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ノイズテスト

WB PSD ノ イズテス ト
 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

トが保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。

 現在は y 軸上にプロ ッ ト した現在の値を表示します。

 ピーク  は最大のピーク PSD ノ イズ測定値を表示します。

 マスク  ( ド ロ ップダウン リ ス ト ) は能動ノ イズグラフに表示される ド

ロ ップダウン リ ス トからマスクを選択するこ とによ り、 マスク （他の

サービスの電力信号を表す線） をオーバーレイできます。

 マスク   グラフコン ト ロールアイコンは、 少なく と も一つのマスク

が有効になっている場合にのみ有効になり ます。 アイコンをタ ップす

る と、 次の （シーケンシャル） 有効になったマスクを表示します。 長

押しをする と、 サイ クルの方向が逆になり ます。

注記 : も しマスク ド ロ ップダウン リ ス ト を使用して所望のマスクを選択する場

合 、 スク ロールせずにぐにマスクを実行できます。

 ディ スターバーは支配ディ スターバー の名前と WB PSD のテス ト結果

から検出した関連確率を表示します。

テストパラメーターの設定

テス トパラ メーター ページでは、 WB PSD のノ イズテス トパラ メータを設

定できます。 

パラメーター値の設定方法 ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 ノ イズ テス ト をタ ップ

します。

2. テス ト  メニューから、 WB PSD ノ イズテス ト をタ ップします。

3.  パラ メーターを編集 ボタンをタ ップし、 テス トパラ メーターページを

開いてください。

4. 必要に応じてパラ メーター値を設定します。

5. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。
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ノ イズテスト

WB PSD ノ イズテス ト
全般設定

全般設定タブでは、 以下のパラ メータを設定できます ：

 ノ イズフ ィルター は、 現在有効になっているフ ィルタを定義します。

オプシ ョ ンは次のとおりです ： なし ,、 ISDN-E、 HDSL-F、 ADSL-G、

ADSL、 ADSL2+、 VDSL、 VDSL2-8、 VDSL2-12、 VDSL2-17、 
VDSL2-30。

 帯域幅 はテス トのために、 周波数範囲を設定します。

 ピークホールド  では、 電流 PSD ノ イズ値を測定し、 それぞれ周波数の

ピーク値と比較し、 最大値を表示できます。 ON または OFF のいずれ

かを選択します。

 終端抵抗 では 橋絡を含むラインに接続されたダ ミーロードの抵抗を定

義できます。
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ノイズテスト

WB PSD ノ イズテス ト
ディスターバーの有効化

ディ スターバーの有効化 タブでは、 画面に表示するディ スターバを選択で

きます ： 特定のもの、 すべてまたはなしです。 WB PSD 結果ページに表示

されるディ スターバが有効になっている最も支配的なディ スターバとな り

ます。
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WB PSD ノ イズテス ト
マスクの有効化

マスクの有効化 タブでは、 各タイプと個々のマスクを有効 / 無効にするこ

とができます。

当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 タイプを選択 はすべての可能なマスク · タイプにリ ス ト を作り ます。

 マスク  はオーバーレイの利用可能なタイプから、 マスクの選択を示し

ています。 

 マスクの色は簡単に WBPSD のノ イズ信号と区別するために、 マスク

オーバーレイの色を選択できます。

 マスク線幅はグラフの中で、 マスク ラ インの幅を設定できます。
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WB PSD ノ イズテス ト
閾値の設定

テス ト閾値 ページでは、 テス ト用の WB PSD ノ イズ閾値を設定できます。

閾値を設定する ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、  ノ イズテス ト を選択しま

す。

2. テス ト メニューから、 WB PSD ノ イズテス ト をタ ップします。

3. 閾値を編集ボタンをタ ップし、 テス ト閾値のページを開きます。

4. 必要に応じて閾値を設定してください。

5. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 閾値 は各ペアーに対しての閾値です ：最大、 最小、 または なし。

 RMS ノ イズ は閾値を設定します。
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ノ イズテスト

WB PSD ノ イズテス ト
概要

一般的に言えば、 高速 DSL モデムの出現に従って、 我々は金属ペアーの品

質を心配するだけでなく、 SNR を低減できる ノ イズ、 また信号の品質と

サービスに干渉します。 WB パワースペク トル密度 （PSD） テス ト と機能

は、 今複雑な高速サービスケーブル環境において非常に有益です。

概要 タブでは、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されま

す。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して く

ださい。
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ノイズテスト

WB インパルス ノ イズテス ト
WB インパルスノイズテスト

WB （広帯域） インパルス ノ イズテス トは、 回路に影響を与えるインパル

ス率の写真を提供するために、 経時的に閾値レベルを超えたノ イズスパイ

クをカウン ト します。

WB カウン ト

カウン ト機能は、 リ アルタイムでテス ト期間に設定された時間の長さで、

も し停止される場合は短い時間で結果を表示、 更新します。 最後の有効な

結果は表示されています。 本ページには、 テス トが停止されるまで定期的

に更新される検出レベル、 カウン ト ,、 経過した時間と  合格 / 不合格の状況

が表示されます。

WB カウン トページにアクセスする ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、  ノ イズテス ト を選択しま

す。

2. テス ト を開始するために、 テス ト  メニューから、 WB インパルス ノ イ

ズを選択します。

デフォルトでは、 WB カウン ト  ページが開きます。
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WB インパルス ノ イズテス ト
当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 パラ メーターを編集 ボタンは、 テス トパラ メーターを設定できる新し

いページを開きます。

 閾値を編集 ボタンは、 テス トの閾値を設定できる新しいページを開き

ます。

 テス ト を保存ボタンは、 結果ファ イルにテス ト結果のスナップシ ョ ッ

トが保存できる新しいページを開きます。 詳細につきましては、 テス
ト を保存ページ 74 を参照して ください。

テストパラメーターの設定 
テス トパラ メーターベージでは、 どのタブが開いているこ とに従って、

WB カウン ト  または WB ヒ ス ト グラム テス トパラ メータのいずれかを設定

できます。

パラメーター値の設定方法 ：

1.  WB カウン ト  または WB ヒ ス ト グラム タブのいずれかから、 パラ メー

ターを編集 ボタンをク リ ッ ク し、 テス トパラ メーターページを開きま

す。

2. 必要に応じてパラ メーター値を設定します。

3. 閉じるをタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。
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当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 ノ イズフ ィルター は現在有効になっているフ ィルタの一覧を表示しま

す。 オプシ ョ ンは次のとおりです ： なし ,、 ISDN-E、 HDSL-F、
ADSL-G、 ADSL、 ADSL2+、 VDSL、 VDSL2-8、 VDSL2-12、 VDSL2-17、 
VDSL2-30。

 終端抵抗 では 橋絡を含むラインに接続されたダ ミーロードの抵抗を定

義できます。

 テス ト期間 では、 値の選択からテス ト を実行する時間の長さを設定で

きます。

 プロ ッ ト間隔では、 グラフでインパルス ノ イズのスパイ クを表示する

期間を定義できます。
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WB インパルス ノ イズテス ト
閾値の設定

テス ト閾値 ページでは、 テス ト用の WB インパルス ノ イズの閾値を設定で

きます。

閾値を設定する ：

1.  WB カウン ト  または WB ヒ ス ト グラム タブのいずれかから、 閾値を編

集 ボタンをク リ ッ ク し、 テス ト閾値ページを開きます。

2. 必要に応じて閾値を設定してください。

3. 閉じる  をタ ップし、 ページを確認し、 閉じます。

当ページでは、 以下のパラ メーターを設定できます ：

 閾値 は各ペアーに対しての閾値です ：最大、 最小、 または なし。

 カウンターでは、 このカウンタの閾値を設定できます。

 電力検出レベルは閾値の範囲を定義します。
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WB ヒス トグラム

広帯域インパルス ノ イズのヒ ス ト グラムテス トは、 ユーザーが定義した期

間において、 インパルス ノ イズスパイ クのプロ ッ ト を表示します。

WB ヒストグラムページにアクセスする ：

1. 銅線メ イン メニューの テス ト グループから、  ノ イズテス ト をタ ップし

ます。

2. テス ト  メニューから、 WB インパルス ノ イズのアイコンをタ ップし、

テス ト を開始します。

デフォルトでは、 WB カウン ト  ページが開きます。

3. グラフを表示するために、 WB ヒ ス ト グラムタブをタ ップします。

4. グラフコン ト ロールを使用して、 グラフを操作します。 詳細につきま

しては、 グラフコン ト ロールページ 18 を参照して ください。
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ノ イズテスト

概要
概要

広帯域 （WB） インパルス ノ イズカウンタは測定される回路にインパルス

ノ イズ （ヒ ッ ト ） の率の良い写真を提供し、 広い周波数スペク トルにわ

たって閾値を超える ノ イズスパイ クをカウン ト します。 カウンタはソース

を識別しないため、 WB PSD テス ト或いは専用テス ト ツールを用いてそれ

を識別します。 テス トは修理時間の間に経験しない課題の時間を評価する

ために、 長期間にわたって実行する可能性もあ り ます。 

概要 タブでは、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されま

す。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して く

ださい。
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概要
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15 テスト リード試験
テス ト リードの特性は、 銅テス トの結果 （主に抵抗、 キャパシタンス、

TDR テス ト ） に何らかの影響を与えるので、 テス ト リード試験は、 データ

の精度に影響を与えない銅線テス トが求められています。 テス ト リード特

性は、 ケーブル温度によって変化します。

ルーチンのテス ト リード試験では、 抵抗及び静電容量の検査を実施できま

す。 本ページには、 最後に実行された検査の合格 / 不合格 の状況が表示さ

れます。

注記 : 最高精度を得るには、 FTB-1 装置を使用して新しいテス トセッシ ョ ンの前

にテス ト リード試験を行います。

テスト リード試験へのアクセス方法 ：

1. 銅線 メ イン メニュー のテス ト グループから、 テス ト リード試験を選択

します。

2. テス ト メニューから、 テス ト リード試験を選択します。

デフォルトでは、 テス ト リード試験ページが開きます。
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テストリード試験

概要
当ページには、 以下のパラ メーターが表示されています ：

 日付および時間は最後の検査がいつ行われたか、 またはアプリ ケー

シ ョ ンがいつインス トールされたかを識別します。

 検査を開始 ボタンでは、 電流テス ト リードの特性を上書きするこ とに

よ り、 テス ト リード試験 を開始できます。

概要

概要 タブでは、 実行されたテス トの状況 （合格 / 不合格） が表示されま

す。 詳細につきましては、 銅線テス ト ： 結果概要ページ 257 を参照して く

ださい。
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16 銅線テスト ：結果概要

概要

概要 タブには、 実行したテス ト名、 最後に実行したテス トの日付および時

間、 そしてテス トの合格 / 不合格の状況などが表示されます。

概要ページにアクセスする ：

1. 銅線 メ イン メニューの テス ト グループから、 テス ト を選択して くださ

い。

2. テス ト  メニューから、 テス ト を選択し  実行してください。

3. 概要ページを閲覧するには、 概要　 タブを選択して ください。

本ページには、 以下のフ ィールドが表示されます ：

 テス ト名 には、 実行されたテス ト名が表示されます。

 テス ト日付および時間には、 実行したテス トの日時が表示されます。 

 P/F ステータス  はテス ト状況 ( 合格 / 不合格） が表示されます。
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17 メンテナンス
長期的かつ故障がない運転を実現するには :

 光ファ イバコネク タを使用する前に必ず点検し、 必要であればク リー

ニングします。

 装置を埃から守り ます。

 装置の筺体とフロン トパネルを、 少量の水で湿らせた布できれいにし

ます。

 装置を清潔かつ湿度の低い場所で室温保管します。 装置に直射日光が

当たらないよ うにします。

 高湿度や有意な温度変化を避けます。

 不要な衝撃や振動を避けます。

 装置の上または中に液体がこぼれた場合は、 直ちに電源をオフにして、

外部電源から切断し、 電池を取り除いて装置を完全に乾かします。

警告
本書に記載される以外の制御、調整、または手順を実施すると、危険な

レーザー光線にさらされたり、本装置で提供される安全保護を損なう恐

れがあります。
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メンテナンス

装置の再キャリブレーシ ョ ン
装置の再キャリブレーション

EXFO 製造 / サービスセンターのキャ リブレーシ ョ ンは、 ISO/IEC17025 規
格 （試験所および校正試験所の一般適格要件） に基づいています。 本規格

ではキャ リブレーシ ョ ン文書にキャ リブレーシ ョ ンの間隔を記載してはな

らないこ と、 また装置の実際の使用度に応じて、 ユーザー責任で再キャ リ

ブレーシ ョ ン日を決定するこ と定めています。

仕様の有効性は、 運転環境によって異な り ます。 例えば、 キャ リブレー

シ ョ ンの有効期間は、 使用度、 環境条件、 装置のメンテナンス、 さ らに使

用者のアプリ ケーシ ョ ンによる特殊な要件によって延長 ・ 短縮されます。

EXFO 装置それぞれに対する適切なキャ リブレーシ ョ ン間隔の決定には、

これら全ての要素を配慮する必要があ り ます。

通常の仕様において、 ご利用の FTB-610 高度広帯域銅線テス トモジュール

の推奨間隔は ： 2 年年です。

新し く納品された装置において、 キャ リブレーシ ョ ンと発送の間隔が最大

6 か月の本製品の保管は、 製品のパフォーマンスに影響しないと EXFO で

は定めます。 （EXFO ポ リ シー PL-03）
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メンテナンス

リサイクルおよび廃棄 ( 欧州連合のみに適用 )
キャ リブレーシ ョ ンのフォローアップに役立つよ うに、 EXFO では、 装置

のキャ リブレーシ ョ ン日を示し、 次回予定日用のスペースを用意した、

ISO/IEC 17025 規格準拠の特別なキャ リブレーシ ョ ンラベルを提供しており

ます。 経験的データ と要件によ り既に具体的なキャ リブレーシ ョ ン間隔が

確立されている場合を除き、 EXFO では、 次の方程式に従った　次回キャ

リブレーシ ョ ン日の確立をお勧めいたします。

次回キャ リブレーシ ョ ン日 = 初回使用日 （キャ リブレーシ ョ ン日から 6
か月未満の場合） + 推奨キャ リブレーシ ョ ン期間 （2 年） 

ご使用の装置が公開仕様に適合するこ とを確実化するため、 EXFO サービ

スセンター、 または製品によっては EXFO 承認のサービスセンターでキャ

リブレーシ ョ ンを行う こ と も出来ます。 EXFO でのキャ リブレーシ ョ ンは

各国の度量衡機関にト レース可能な標準器で実施されています。

注記 : キャ リブレーシ ョ ンをカバーする FlexCare プランをご購入いただいている

かもしれません。 サービスセンターへの連絡方法およびご加入のプランが

適用されるかど うかの詳細情報については本ユーザー文書の保守修理セク

シ ョ ンをご参照ください。

リサイクルおよび廃棄 ( 欧州連合のみに適用 )
欧州指令 WEEE 2002/96/EC に基づく リサイ クル / 廃棄の完全情報について

は、 ウェブサイ ト  www.exfo.com/ の recycle をご覧ください。 . 
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よ くある問題解決

お電話で EXFO 技術サポートに連絡する前に、 以下に記載されている、 生

じる可能性のあるよ くある問題とその解決策についてお読みください。

問題 考えられる原因 解決策

装置のスイ ッチが入らない。  バッテ リーが放電されてい
る。

  バッテ リーを充電して
ください。

 バッテ リーを、 充電した
バッテ リーと交換して く
ださい。

 交流アダプター / チャー
ジャーを用いて、 装置を
外部電源に接続してくだ
さい。

装置が、 外部電源に接続さ
れていない。

交流アダプター / チャー
ジャーを用いて、 装置を外
部電源に接続してください。

外部電源が切断されている。 外部電源の両端が接続され
ているかを確認して くださ
い。
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よ くある問題解決
装置の画面が暗い。 ユニッ トのバッ ク ラ イ トが
オフになっています。

バッ ク ラ イ ト ボタンをタ ッ
プして ください。

バッテ リーが放電し、 装置
がシャ ッ ト ダウンした。

 バッテ リーを充電して く
ださい。

 バッテ リーを、 充電した
バッテ リーと交換して く
ださい。

 交流アダプター / チャー
ジャーを用いて、 装置を
外部電源に接続してくだ
さい。

装置が、 一時停止または休
止状態。

すぐに電源ボタンを押して
ください。

ログイン時に、 全ユーザー
アカウン ト をブラウズする
ためのスクロールバーが表
示されない。

---  画面上で閲覧できるユー
ザーアカウン トのいずれ
かを選択し、 （装置の
キーパッ ドから） 下向き
矢印を押すと、 次のアカ
ウン トに移動できます。

 上 / 下向き矢印を用いる
と、 アカウン ト をブラウ
ズできます。

問題 考えられる原因 解決策
264 FTB-610



ト ラブルシューテ ィング

技術サポートグループへのお問い合わせ
技術サポートグループへのお問い合わせ

本製品のアフターサービスまたは技術サポート をご利用になるには、 次の

いずれかの電話番号で EXFO にお問い合わせください。 技術サポート グ

ループは、 月～金の午前 8 時から午後 7 時まで ( 東部標準時 ) ご利用いた

だけます。
 

技術サポートに関する詳細および他の海外拠点のリ ス トについては、

EXFO ウェブサイ ト をご覧く さい www.exfo.com.

コ メン トやこのマニュアルについてのご提案がある場合は、

customer.feedback.manual@exfo.com に送信してください。

手続きを迅速に行うため、 製品名およびシ リ アル番号 ( 製品識別ラベルを

参照）、 お客様の問題の内容等の情報をご用意ください。

Technical Support Group
400 Godin Avenue
Quebec (Quebec) G1M 2K2
CANADA

1 866 683-0155 (USA and Canada)
Tel.: 1 418 683-5498
Fax: 1 418 683-9224
support@exfo.com
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輸送
輸送

本装置を移動する際には、 仕様の温度範囲を超えないよ うにして くださ

い。 輸送中の損傷は、 不適切な取り扱い方によって生じます。 損傷の可能

性を最小限に抑えるため、 次の手順に従う こ とが推奨されます。

 発送する際には、 装置を元の梱包材料で梱包します。

 高湿度や大幅な温度変化を避けます。

 装置に直射日光が当たらないよ うにします。

 不要な衝撃や振動を避けます。
266 FTB-610



19 保証

一般情報

EXFO Inc. (EXFO)  は、 本装置が発送されてから  一年年間、 その材質と仕

上がりにおいて欠陥がないこ とを保証します。 また EXFO は、 通常の使用

において、 本装置が該当する仕様を満たすこ とを保証します。

保証期間の間、 本装置の修理が必要になった場合、 あるいは当初のキャ リ

ブレーシ ョ ンが誤っていた場合、 EXFO はその自由裁量によ り、 欠陥品の

修理、 交換、 返金、 製品の点検または調整を無償で行います。 保証期間中

にキャ リブレーシ ョ ン検査のために本装置が返送され、 公開仕様すべてを

満たすものと認められた場合、 EXFO はキャ リブレーシ ョ ンの正規手数料

を請求します。 EXFO Inc. は、 本装置が発送されてから  1 年間、 その材質

と仕上がりにおいて瑕疵がないこ とを保証します。

本保証は、 商品性や特定目的への適合性などの黙示保証を含むがこれらに

限定されない、 明示、 黙示、 または法定のその他の保証すべてに代わるも

のです。 EXFO は、 いかなる場合も、 特別、 偶発的、 または結果的損害に

対して責任を負いません。

重要
次の場合に、保証が無効になることがあります。

 許可を得ていない者または非 EXFO 要員によって装置が不正に変更、

修理、または作業された場合。

 保証シールが取り外された場合。

 本書で指定される以外の筺体ネジが取り外された場合。

 本書で指定される方法以外の方法で筺体が開けられた場合。

 装置のシリアル番号が改ざん、消去、取り外された場合。

 装置が誤用、不注意、または事故により損傷した場合。
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責任
責任

EXFO は、 本製品の使用によって生じる損害、 本製品に接続される機器の

性能における不具合、 または本製品が属するシステムの障害に対して責任

を負いません。

EXFO は、 本製品およびその付属品やソフ ト ウェアの不適切な使用または

未許可の改造に起因する損害に対しても、 責任を負わないものと します。

除外

EXFO は、 購入済みの装置を修正する義務を生じさせるこ とな く、 同社の

いかなる製品に対しても、 その設計または構成をいつでも変更できる権利

を留保します。 ヒ ューズ、 表示灯、 電池、 およびユニバーサル ・ インタ

フェース  (EUI) を含むがこれらに限定されない、 EXFO 製品と共に使用さ

れる付属品は、 本保証の対象外です。

不適切な使用または取り付け、 通常の使用による正常損耗、 事故、 乱用、

不注意、 火災、 水漏れ、 落雷、 またはその他の天災、 製品外部の原因、 あ

るいは EXFO が制御できないその他の要因に起因する故障は、 保証対象外

と しています。

証明書

EXFO は、 本装置の工場出荷時に公開仕様を満たしていたこ とを証明しま

す。

重要
光ファイバコネクタが装備されている場合、EXFO は、誤用または不適

切な手入れにより破損したファイバコネクタの交換に対して、手数料を

請求します。
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保守修理
保守修理

EXFO は、 購入日よ り  5 年間、 製品の保守修理を行います。

保守修理のために装置を返送するには :

1. EXFO のいずれかの認定サービスセンターにお問い合わせください 
(EXFO の世界各地のサービスセンターページ 270 を参照 )。 サポート

要員が、 装置の保守、 修理、 またはキャ リブレーシ ョ ンの必要性を判

断します。

2. 装置を  EXFO または認定サービスセンターに返送する必要がある場合、

サポート要員は返品許可 (RMA) 番号を発行し、 郵送先住所をお伝え致

します。

3. 可能な場合は、 修理のために装置を返送する前に、 データをバッ ク

アップします。

4. 装置を元の梱包材料で梱包します。 欠陥とそれを観察した条件 ・ 環境

を詳細に記載した一覧表または報告書を含めるよ うにして ください。

5. サポート要員が指示した住所宛に、 送料前払いで装置を返送します。

RMA 番号を必ず出荷票に書き込んでください。 EXFO は RMA 番号を持
たないパッケージの受取は拒否して返却します。

注記 : 返品された装置の試験後、 該当する仕様を満たすものと判明した場合、 試

験設定費が発生します。

装置は修理後に、 修理報告書と共に返送されます。 装置が保証外である場

合、 当該報告書に記載される費用を請求します。 保証期間内の装置につい

ては、 がお客様への返送料を支払います。 保証期間内の装置については、

EXFO がお客様への返送料を支払います。 輸送中の保険費用が必要な場合

は、 お客様負担とな り ます。

定期的な再キャ リブレーシ ョ ンは、 どの保証プランにも含まれていませ

ん。 キャ リブレーシ ョ ン / 検査は、 基本または延長保証の対象になってい

ないため、 一定期間の FlexCare キャ リブレーシ ョ ン / 検査パッケージをご

購入になるこ と もできます。 認定サービスセンターにお問い合わせくださ

い (EXFO の世界各地のサービスセンターページ 270 を参照 )。
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EXFO の世界各地のサービスセンター
EXFO の世界各地のサービスセンター

製品の保守修理が必要な場合は、 最寄りの認定サービスセンターまでお問

い合わせください。

EXFO Headquarters Service Center ( 本
社サービスセンター )
400 Godin Avenue
QuebecG1M 2K2
カナダ

1 866 683-0155 ( 米国およびカナダ
)
電話 :1 418 683-5498
ファ ッ クス :1 418 683-9224
support@exfo.com 

EXFO Europe Service Center (EXFO ヨー
ロッパサービスセンター )
Winchester House, School Lane
Chandlers Ford, Hampshire S053 4DG
英国

電話 :+44 2380 246800
ファ ッ クス :+44 2380 246801
support.europe@exfo.com 

EXFO Telecom Equipment
(Shenzhen) Ltd.
3rd Floor, Building 10,
Yu Sheng Industrial Park (Gu Shu 
Crossing), No. 467, 
National Highway 107, 
Xixiang, Bao An District, 
シェンチェン、 中国、 518126

電話 ： +86 755 29553100
ファ ッ クス ： +86 755 29553101
support.asia@exfo.com 
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A 技術仕様書

重要
下記の技術仕様は、予告なく変更される場合があります。本セクション

に記載される情報は、参考目的でのみ提供されています。本製品の最新

の技術仕様書を入手するには、EXFO ウェブサイト（www.exfo.com）

をご覧ください。

COPPER SPECIFICATIONS a, b, c

Transmitter characteristics

Frequency range (200 Hz to 20 kHz) Frequency resolution 1 Hz steps

Frequency uncertainty (accuracy) ±(50 ppm + 1 Hz)

Level range –20 dBm to 20 dBm at 600 

Level resolution 0.1 dB

Level uncertainty (accuracy) ±1 dB

Frequency range (20 kHz to 2.2 MHz) Frequency resolution 1 kHz steps

Frequency uncertainty (accuracy) ±(50 ppm + 100 Hz)

Level range –20 dBm to 10 dBm at 100 

Level resolution 0.1 dB

Level uncertainty (accuracy) ±1 dB

Frequency range (2.2 MHz to 17 MHz) Frequency resolution 1 kHz steps

Frequency uncertainty (accuracy) ±(50 ppm + 100 Hz)

Level range –20 dBm to 0 dBm at 100 

Level resolution 0.1 dB

Level uncertainty (accuracy) ±1 dB

Frequency range (17 MHz to 30 MHz) Frequency resolution 1 kHz steps

Frequency uncertainty (accuracy) ±(50 ppm + 100 Hz)

Level range –20 dBm to 0 dBm at 100 

Level resolution 0.1 dB

Level uncertainty (accuracy) ±1 dB

Impedance 100 , 120 , 135 , 150 , 600 

Receiver characteristics Reception frequency range 200 Hz to 20 kHz
20 kHz to 30 MHz

Frequency uncertainty (accuracy) ±(50 ppm + 1 digit)

VF reception level range –90 dBm to 20 dBm at 600 

VF level uncertainty (accuracy) 200 Hz to 20 kHz
–90 dBm to –50 dBm, uncertainty (accuracy) ±2 dB
–50 dBm to 20 dBm, uncertainty (accuracy) ±1 dB

WB reception level range –80 dBm to 20 dBm at 100 , 120 , 135 , 150 

WB level uncertainty (accuracy) 20 kHz to 2.2 MHz
–80 dBm to –50 dBm, uncertainty (accuracy) ±2 dB
–50 dBm to 20 dBm, uncertainty (accuracy) ±1 dB

2.2 MHz to 30 MHz
–80 dBm to –50 dBm, uncertainty (accuracy) ±2 dB
–50 dBm to 20 dBm, uncertainty (accuracy) ±1 dB

Impedance 100 , 120 , 135 , 150 , 600 

POTS dialer DTMF 0 – 9, #, *

Phonebook 25 entries

NOTES 

a. Subject to change without notice.

b. Typical, at 23 °C ± 3 °C, on batteries, with no type B USB connection.

c. Specifications based on 24 AWG (PE 0.5 mm) cabling.
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COPPER SPECIFICATIONS a, b, c (continued)

VF noise measurement Frequency range 200 Hz to 20 kHz

Level range  –90 dBm to 20 dBm

Resolution 0.1 dB

Uncertainty (accuracy) –90 dBm to –50 dBm, uncertainty (accuracy) ±2 dB
–50 dBm to 20 dBm, uncertainty (accuracy) ±1 dB

Filters ITU: none, psophometric, P-notched, 3.4 kHz, D-filter, 15 kHz
ANSI: none, C-message, C-notched, 3.4 kHz, D-filter, 15 kHz

Impedance 600 

VF impulse noise Low threshold –40 dBm to 0 dBm, in 1 dB steps

Mid threshold Low threshold plus separation

High threshold Mid threshold plus separation

Test duration Minutes: 1, 5, 10, 15, 30, 60
Hours: 4, 8, 12, 24, 100

Separation 1 dB to 6 dB, in 1 dB steps

Dead time 125 ms

Filters None, 3 kHz flat, C-message, psophometric, 
notched and D-filter (IEEE 743-1995)

Counter Maximum 999 for each threshold

Timer 1 min to 24 h, default is 15 min

Power influence (noise to ground) Noise range –60 dBm to 10 dBm

Uncertainty (accuracy) –60 dBm to –50 dBm ± 2 dB
–50 dBm to 10 dBm ± 1 dB

Graphical display Third triplet harmonics to 20 kHz

VF longitudinal balance Frequency 1004 Hz

Level range 0 dB to 100 dB

Level uncertainty (accuracy) ±1 dB

Impedance 600 

NOTES 

a. Subject to change without notice.

b. Typical, at 23 °C ± 3 °C, on batteries, with no type B USB connection.

c. Specifications based on 24 AWG (PE 0.5 mm) cabling.

d. From 10 mA to 110 mA.

Digital multimeter (DMM) Test type Snapshot and continuous

Impedance selection (for voltage measurement) 100 k , 1 M

Measurement Range Resolution Uncertainty (accuracy)

DC voltage 0 to 400 V 0.1 V for 0 to 99.9 V
1 V for 100 to 400 V

±(|1 %| + 0.5 VDC)

AC voltage 0 to 280 Vrms 0.1 VAC for 0 to 99.9 VAC
1 VAC for 100 to 280 VAC

±(1 % + 0.5 VAC)

Isolation resistance
(stress/leakage)

0 to 1 G , auto-ranging
1 k to 99 M
100 M to 999 M

Three digits
±(2 % + 1 digit)
±(5 % + 1 digit)

Resistance 0 to 100 M
0 to 999
1 k to 100 M

Three digits
±(1 % + 5 )
±(2 % + 1 digit)

Capacitance 0 nF to 2 μF Four digits ±(2 % + 50 pF)

DC current 0 to 110 mA 0.1 mA ±(|2 %| + 1 mA)

AC current 0 to 110 mA 0.1 mA ±(|2 %|+ 1 mA) d

Isolation resistance 
(stress/leakage) (continued)

Source 50 V to 300 V (current safely limited to 0.5 mA)

Soak timer 1 s to 59.9 min
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COPPER SPECIFICATIONS a, b, c (continued)
Time-domain reflectometer (TDR) Modes Fully automatic operation with location of most significant event(s)

Distance range 0 m to 6700 m (0 ft up to 22 000 ft)

Pulse width 15 ns to 20 μs (automatic control)

Amplitude 7.5 V p-p on cable, 9 V p-p open circuit

Velocity of propagation (VOP) 0.40 to 0.99

Distance uncertainty (accuracy) d ±(0.5 m + 1 % x distance)

Units Meters and feet

Load coil detection Count Up to 5

Plot Up to 10 kHz

Distance range Up to 8000 m (up to 27 000 ft)

Power spectral density (PSD) Test type Continuous with peak-hold

Vertical scale 15 dBm/Hz to –140 dBm/Hz or 20 dBm to –100 dBm

Horizontal scale 4.3125 kHz to 17 MHz, in 4.3125 kHz steps or 
8.625 kHz to 30 MHz, in 8.625 kHz steps

Noise filters None or E, F, G, ADSL, ADSL2+, VDSL, VDSL2-8, 
VDSL2-12, VDSL2-17 and VDSL2-30

Wideband impulse noise Threshold –50 dBm (40 dBm) to 0 dBm (90 dBm) in 1 dB steps

Counter maximum 65 000 000

Test duration Minutes: 1, 5, 10, 15, 30 and 60
Hours: 4, 8, 12, 24 and 100

Uncertainty (accuracy) ±2 dB

Noise filters None or E, F, G, VDSL2-8, VDSL2-12, VDSL2-17 and VDSL2-30

Wideband longitudinal balance Level range 0 dB to 55 dB up to 2.2 MHz
0 dB to 45 dB up to 12 MHz

Level resolution 0.1 dB

Level uncertainty (accuracy) ±2 dB (up to 2.2 MHz)

Frequency uncertainty (accuracy) ±(50 ppm + 1 digit)

Frequency scale ADSL/2+: 20 kHz to 2.2 MHz
VDSL/VDSL2-12: 20 kHz to 12 MHz

Single-ended frequency response (attenuation) e Distance range                           100 m to 5000 m (300 ft to 16000 ft)

Frequency range            4.3 kHz to 30 MHz

Frequency uncertainty (accuracy)            ±(50 ppm + 1 digit)

Level uncertainty (accuracy)          

    

±2 dB typical for 2.2 MHz and 8 MHz ranges
±3 dB for VDSL2-12 and VDSL2-17
±4 dB for VDSL2-30 ranges

Resolution                                                0.1 dB

Horizontal scale ADSL2+ = 2.208 MHz, VDSL2-8 = 8 MHz, VDSL2-12 = 12 MHz, 
VDSL2-17 = 17.66 MHz, VDSL2-30 = 30 MHz

Vertical scale                                            0 dB to 100 dB

Resistive fault location (RFL) Test type Single pair (two wire) and separate good pair (four wire)

Fault detection 0 to 20 M

Resolution Three digits

Loop resistance 10 k maximum

Multiple cable sections Five (includes gauge and temperature setting)

Fault location Total resistance, near-end to fault resistance, fault to strap 
resistance (three significant digits, least significant digit 0.1 ). 

Total length, distance to fault, distance from fault to strap 
(three significant digits, least significant digit 1 m) 

Uncertainty (accuracy) ±(0.1  + 1 % x RTS)

NOTES 
a. Subject to change without notice.
b. Typical, at 23 °C ± 3 °C, on batteries, with no type B USB connection.
c. Specifications based on 24 AWG (PE 0.5 mm) cabling.
d. Qualified up to 300 m (1000 ft) and does not include the uncertainty due to VOP. 
e. Specification based on 1 kft 24 AWG cabling. Range depends on cable type and condition.
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技術仕様書
TECHNICAL SPECIFICATIONS
Display Color touchscreen, 800 x 480 TFT, 178 mm (7 in)

Interfaces Two USB 2.0 ports
RJ45 LAN 10/100/1000 Mbit/s
Fiber inspection probe connector port (video)
Built-in Bluetooth and Wi-Fi (hardware option)
Five-color coded 2 mm analog safety shrouded line interfaces

Storage 8 GB internal memory (flash)
16 GB internal memory (flash), optional

Batteries Rechargeable lithium-ion batteries
Operating time: 4.75 h (typical with extended battery)

GENERAL SPECIFICATIONS (MODULE ONLY)
Size (H x W x D) 130 mm x 252 mm x 56 mm

(5 1/8 in x 9 15/16 in x 2 3/16 in)

Weight 0.8 kg (1.8 lb)

Temperature
operating
storage

0 °C to 40 °C (32 °F to 104 °F) a

–40 °C to 70 °C (–40 °F to 158 °F)

PM-1 BUILT-IN POWER METER SPECIFICATIONS b

Calibrated wavelengths (nm) 850, 1300, 1310, 1490, 1550, 1625, 1650

Optional CWDM calibrated 
wavelengths (nm)

1270, 1290, 1310, 1330, 1350, 1370, 1390, 1410, 1430, 1450, 1470, 1490, 
1510, 1530, 1550, 1570, 1590, 1610, 1383, 1625

Power range (dBm) 10 to —86 (InGaAs)
26 to —64 (GeX)

Uncertainty (%) c ±5 % ± 3 pW (InGaAs)
±5 % ± 0.4 nW (GeX)

Display resolution (dB)
InGaAs

GeX

0.01 = max to —76 dBm
0.1 = —76 dBm to —86 dBm
1 = —86 dBm to min
0.01 = max to —54 dBm
0.1 = —50 dBm to —60 dBm
1 = —60 dBm to min

Automatic offset nulling range d Max power to —63 dBm for InGaAs
Max power to —40 dBm for GeX

Tone detection (Hz) 270/1000/2000

Notes

a. DC voltage, isolation resistance, VF and WB receiver = 0 oC to 45 oC. (32 oF to 113 oF).

b.    At 23 ºC ± 1 ºC, 1550 nm and FC connector. With modules in Idle mode. Battery-operated.

c.  Up to 5 dBm.

d.  For ±0.05 dB, from 18 ºC to 28 ºC.
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